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１．問題意識及び研究目的 

日本における人口の高齢化は，他の先進諸国に比べ短期間のうちに急速に進行し，出生

率の低下とあいまって，社会・経済システムの変革を促す大きな要因の一つとなりつつあ

る．高齢者に対象を絞ってみると，核家族化，性別役割をめぐる価値観の変化，老親扶養

意識の低下といった社会環境の変化は，従来の家族（特に女性）による介護を前提とした

社会福祉施策のあり方に根本的な変更を迫ることになった．社会保障制度改革の一環とし

ては，従来医療と福祉とに分かれて提供されてきた高齢者介護サービスが見直され，1997

年には介護保険法が成立，2000 年 4 月から施行されるに至っている．  

介護保険制度における保険給付は原則として 9 割であり，利用者は 1 割の利用料を負担

する．このように，社会保障改革は，高齢者にサービスの受け手としてだけではなく，担

い手として相応の負担を求める方向で進められている．その背景には，高齢者の経済状況

は相対的に改善しつつあるといった現状認識がある．2003 年度の『厚生労働白書』によれ

ば，再分配後の所得格差は，社会保障制度の充実により是正されてきており，貯蓄につい

ても，高齢者世帯の低い貯蓄層への偏りは改善され，高い貯蓄層に高齢者世帯の占める割

合が増加しているとのことである〔厚生労働省監修，2003: 21-23〕．同様の立場に立つ先行

研究には木村〔2003: 55-63〕1，高山〔2004: 16-28〕2などがあり，社会保障の財源的担い

手として高齢者自身に自助努力を求める声が高まってきている．  

このような問題状況を踏まえて，本研究では 1990 年代を中心に，バブル期からバブル崩

壊後のこれまでの高齢者世帯の生活行動の変化の特徴を，年間収入と貯蓄現在高との二つ

の経済要因をコントロールした上で，消費支出パターンの変化として捉えようとしている．

その際，既存の政府統計の集計形式での公表データでは限界があることから，ミクロデー

タによる再集計結果を利用して課題に接近する．問題の所在を明確にするため，高齢者世

帯の類型を「高齢者二人のみの夫婦世帯」と「高齢者の単身世帯」だけに限定している．

これによって，例えばバブル経済とその崩壊の影響を，単純な時間変化としてだけではな

く，厳密ではないにしてもコーホート的なアプローチを援用して，より緻密に捕捉するこ

とができる．具体的には，世帯類型を固定した上で，世帯主の年齢階級・年間収入階級・

                                                  
1 木村〔2003: 55-63〕は，社会保障制度の充実により貧しい高齢者世帯は減少しており，今後の年金改革

の方向に照らして高齢者自身に自助努力を求めるべきと主張する． 
2 高山〔2004: 16-28〕は，「全国消費実態調査」(1999 年)を用いて高齢夫婦世帯の所得・消費・貯蓄の分析

を行っている．高山は，高齢夫婦世帯の消費支出内訳をサラリーマン４人世帯のそれと比べた場合，「教 
養・娯楽費」や「その他の消費支出」（高山はこれらを「ゆとり度」の一指標とみなしている）の消費

ウェイトが相対的に高く，高齢者夫婦世帯はサラリーマン世帯よりも生活にゆとりがあるとする． 

 153



貯蓄現在高階級という三つの要因を相互に組み合わせ，高齢者世帯の消費支出パターンの

変化を比較・分析している．  

 

２．使用データと分析対象の特性 

（１）使用データの概要及び集計に用いた定義・区分 

本研究において使用したデータは，総務庁統計局(現総務省統計局)の「全国消費実態調

査（1989 年，1994 年，1999 年）」のリサンプリング・データである3．世帯区分は，二人

以上の一般世帯及び単身世帯，集計区分は，家計収支(用途分類)である．高齢者世帯の類

型を「高齢者二人のみの夫婦世帯」と「高齢者の単身世帯」に限定し，それぞれを「高年

夫婦世帯」，「高年単身世帯」と呼ぶ．定義は次の通りである4． 

「高年夫婦世帯」：世帯主の年齢が 60 歳以上で，世帯主と配偶者から成る世帯． 

 「高年単身世帯」：世帯主の年齢が 60 歳以上の単身世帯． 

 
 

 

さらに，年間収入階級・貯蓄現在高階級，消費支出の区分は下記に示す①から⑥のよう

に設定した． 

①年間収入階級（７区分）：199 万円以下，200～299 万円，300～399 万円，400～499 万円，

500～599 万円，600～799 万円，800 万円以上 

②年間収入階級（５区分)：299 万円以下，300～399 万円，400～499 万円，500～799 万円，

800 万円以上 

③貯蓄現在高階級（８区分）：299 万円以下，300～599 万円，600～899 万円，900～1199

万円，1200～1999 万円，2000～2999 万円，3000～3999 万円，4000 万円以上 

④貯蓄現在高階級（５区分）：599 万円以下，600～1199 万円，1200～1999 万円，2000～

3999 万円，4000 万円以上 

⑤世帯主の年齢階級（４区分）：60～64 歳，65～69 歳，70～74 歳，75 歳以上 

⑥配偶者の年齢階級（６区分）：54 歳以下，55～59 歳，60～64 歳，65～69 歳，70～74 歳，

75 歳以上 
 

（２）各年の高年世帯の分布状況 

 まず，各調査年における高年夫婦世帯（表 1）と高年単身世帯(表 2)の分布状況をみてお

                                                  
3 今回使用した「全国消費実態調査」のリサンプリング・データは，ミクロ統計データ活用研究会事務局

を経由して提供されたものである．抽出復元倍率に基づく確率比例抽出法でその世帯全体が抽出されて
いる．抽出率は，二人以上の世帯は世帯単位で 5 分の１，単身世帯は 2 分の 1 になるように計算されて
いる．秘匿処理については，市町村符号・調査区符号・世帯番号が削除されており，データの配列順は
ランダムになるようにされている．また，地域区分は 6 区分にまとめられ，年齢 75 歳以上についても
「75 歳以上」としてまとめられている．集計には SPSS を使用した． 

4 全国消費実態調査の集計世帯概念である「高齢
．．

夫婦世帯」「高齢
．．

者夫婦世帯」「夫婦高齢
．．

者世帯」「高
．

齢
．
単身世帯」とは定義が異なる．年金受給や退職などの要因の効果を捉えるために，その前後の年齢

層を含むように年齢基準(60 歳以上)で形式的に類型定義を行うことにした．そのため「高齢」という
表現は避け，「高年」と称している．なお，「高年夫婦世帯」の定義において配偶者の年齢階級は考慮
していない．   
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こう．なお，以下では特にことわらないかぎり，世帯数とは今回使用したミクロデータに

よる世帯数分布（抽出率調整）を指す． 

高年夫婦世帯数は，1989 年において 7 万世帯であったが，1999 年には約 13 万世帯に増

加し，その結果，普通世帯(総数)に占める高年夫婦世帯のウェイトも，この 10 年間で 11％

から 18％へと高まり，1999 年の時点ですでに 2 割の水準にまで達しようとしている．分析

上軽視できない世帯類型として位置づけてよいであろう． 

高年単身世帯数も高年夫婦世帯と同様に増加傾向にあり，1989 年の約 6 万世帯から 1999

年にはほぼ 10 万世帯に届こうとしている．この 10 年間で女性世帯主は一貫して増加を示

しており，また男性世帯主は 1999 年では急増しているのが注目される．しかしながら，単

身世帯総数が全国的に増加しているため，単身世帯（総数）に占める高年単身世帯の割合

は 4 割前後で変動している．  

 
表１ 普通世帯数(総数），高年夫婦世帯数及び割合 

  普通世帯（総数） 高年夫婦世帯 
  度数 男女比(%) 度数 

高年/総数(%) 

1989 年         
男性世帯主世帯 642,897 95.2 ― ― 
女性世帯主世帯 32,371 4.8 ― ― 
合計 675,268 100.0 71,536 10.6 

1994 年         
男性世帯主世帯 684,762 94.4 ― ― 
女性世帯主世帯 40,546 5.6 ― ― 
合計 725,308 100.0 95,956 13.2  

1999 年         
男性世帯主世帯 684,579 93.6 ― ― 
女性世帯主世帯 46,667 6.4 ― ― 
合計 731,246 100.0 128,651 17.6  

 
 

表２ 単身世帯数(総数），高年単身世帯数及び割合 
  単身世帯(総数） 高年単身世帯 
  度数 男女比(%) 度数 男女比(%)

高年/総数(%) 

1989 年          
男性世帯主世帯 57,927 37.2 8,583 14.9 14.8  
女性世帯主世帯 97,667 62.8 48,999 85.1 50.2  
合計 155,594 100.0 57,582 100.0 37.0  

1994 年          
男性世帯主世帯 58,864 33.0 8,810 12.1 15.0  
女性世帯主世帯 119,573 67.0 63,814 87.9 53.4  
合計 178,438 100.0 72,624 100.0 40.7  

1999 年           
男性世帯主世帯 132,019 50.5 30,160 30.4 22.8  
女性世帯主世帯 129,351 49.5 69,022 69.6 53.4  
合計 261,371 100.0 99,182 100.0 37.9  
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（３）高年夫婦世帯の年齢階級別分布 

表３には，世帯主の年齢階級（4 区分）と配偶者の年齢階級（6 区分）とのクロス集計結

果を整理している．これによると，三つの調査年に共通して，最も多くみられる夫婦の年

齢特性は，世帯主の年齢階級に対して配偶者の年齢階級が１階級下という組合せである．

これに続いて多いのは，世帯主と配偶者が同一の年齢階級に属すケースである（但し，1989

年の世帯主の年齢階級「70-74 歳」を除く）． 

  
表３ 高年夫婦世帯数―世帯主の年齢階級×配偶者の年齢階級 

配偶者の年齢階級 
1989 年 

54 歳以下 55-59 歳 60-64 歳 65-69 歳 70-74 歳 75 歳以上 
合計 

60-64 歳 2,531 12,722 11,057 799  133 27,242

65-69 歳 200 2,598 12,456 6,061 799 67 22,181

70-74 歳 67 799 2,598 7,060 1,798 333 12,655

世
帯
主
の 

年
齢
階
級 

75 歳以上   133 466 2,198 4,263 2,398 9,458

  合計 2,798 16,252 26,577 16,118 6,860 2,931 71,536

配偶者の年齢階級 1994 年 
54 歳以下 55-59 歳 60-64 歳 65-69 歳 70-74 歳 75 歳以上 

合計 

60-64 歳 2,194 13,445 13,445 1,274 354 71 30,783

65-69 歳 495 3,255 17,266 11,534 708 425 33,683

70-74 歳 71 142 2,335 11,817 4,458 71 18,894

世
帯
主
の 

年
齢
階
級 

75 歳以上   71 71 2,052 6,369 4,033 12,596

  合計 2,760 16,913 33,117 26,677 11,889 4,600 95,956

配偶者の年齢階級 1999 年 
54 歳以下 55-59 歳 60-64 歳 65-69 歳 70-74 歳 75 歳以上 

合計 

60-64 歳 2,597 16,693 16,100 1,113 371   36,874

65-69 歳 371 4,229 20,848 13,429 2,003   40,880

70-74 歳 74 297 4,971 14,987 8,532 594 29,455

世
帯
主
の 

年
齢
階
級 

75 歳以上 74 74 594 2,374 9,645 8,681 21,442

  合計 3,116 21,293 42,513 31,903 20,551 9,275 128,651
       

 
（４）年間収入階級と貯蓄現在高階級の特徴    

ここではまず，図１，図２により高年夫婦世帯の年間収入階級別の分布状況ならびに貯

蓄現在高階級別の分布状況を見ておこう．図の縦軸は，世帯総数を 10,000 に調整したとき

の各階級別の世帯数を示している． 

年間収入階級については，1989 年には「200-299 万円」にピークがあり，2,500 世帯程度

である（図 1）．他の調査年と比べて「199 万円以下」に分布している世帯が 1,200 程度と

やや多いことも特徴である．1994 年，1999 年のピークは「300-399 万円」台のところにあ

る．さらに 1999 年の時点では，「400-499 万円」という世帯も約 2,200 世帯で，全体として

分布は右方にシフトしており，収入水準は改善しているようにみえる．  
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図１ 高年夫婦世帯の年間収入階級分布状況（各年，１万分比） 
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図２ 高年夫婦世帯の貯蓄現在高階級分布状況（各年，１万分比） 

 

貯蓄現在高階級については，1989 年において「300-599 万円」と「1200-1999 万円」の２

箇所にピークが見られ二極化現象が顕著であった（図 2）．しかし，1994 年と 1999 年につ

いては「1200-1999 万円」台以上の世帯のウェイトが高まり，その分だけ「299 万円以下」

と「300-599 万円」という低位の階級層のウェイトは相対的に減少している． 

最後に，年間収入階級と貯蓄現在高階級とをクロスさせ，高年夫婦世帯の経済状況を総



合的に見ておくことにしよう．表 4 からは，どの調査年においても，年間収入階級が低け

れば貯蓄現在高階級が低く，年間収入階級が上がるにつれて貯蓄現在高階級も高い層に分

布していく傾向が見て取れる．また，先に見た図 1・図 2 の結果が示すように，1989 年か

ら 1999 年にかけて，高年夫婦世帯の分布状況は貯蓄現在高も年間収入階級もともに，高い

階層にシフトしていったことが窺える． 

 
表４ 高年夫婦世帯数―貯蓄現在高階級×年間収入階級（総数を 10,000 に調整） 

年間収入階級 
1989 年 199 万円

以下 
200-299
万円 

300-399
万円 

400-499
万円 

500-599
万円 

600-799
万円 

800 万円

以上 
合計 (実数) 

299 万円以下 475 419 205 158 19 37 19 1,331 (9,523)
300-599 万円 326 680 289 196 140 75 28 1,732 (12,389)
600-899 万円 177 503 298 140 65 112 149 1,443 (10,324)
900-1199 万円 102 261 242 121 112 47 28 913 (6,528)
1200-1999 万円 65 400 428 214 186 121 140 1,555 (11,123)
2000-2999 万円 0 168 298 224 130 158 205 1,182 (8,459)
3000-3999 万円 9 65 121 102 121 84 130 633 (4,530)

貯
蓄
現
在
高
階
級 

4000 万円以上 19 47 224 242 112 130 438 1,211 (8,660)
合計 

（実数） 
1，173 

(8，393) 
2,542 

(18,183) 
2,104

(15,053)
1,397

(9,992)
884

(6,327)
763

(5,461)
1,136 

(8,127) 
10,000 (72,536)

年間収入階級 
1994 年 199万円

以下 
200-299
万円 

300-399
万円 

400-499
万円 

500-599
万円 

600-799
万円 

800万円

以上 
合計 (実数) 

299 万円以下 280 361 258 111 37 74 15 1,136 (10,898)
300-599 万円 192 302 369 96 44 118 44 1,165 (11,181)
600-899 万円 81 243 347 206 88 125 81 1,172 (11,250)
900-1199 万円 81 214 310 184 125 111 29 1,054 (10,118)
1200-1999 万円 52 206 597 302 133 214 251 1,755 (16,841)
2000-2999 万円 15 103 339 310 229 221 221 1,438 (13,800)
3000-3999 万円 7 59 229 229 88 111 184 907 (8,704)

貯
蓄
現
在
高
階
級 

4000 万円以上 15 22 155 214 221 258 487 1,372 (13,162)

合計 
723 

(6,935) 
1,512 

(14,505) 
2,603

(24,980)
1,652

(15,850)
966

(9,271)
1,231

(11,817)
1,313 

(12,596) 
10,000 (95,954)

年間収入階級 
1999 年 199 万円

以下 
200-299
万円 

300-399
万円 

400-499
万円 

500-599
万円 

600-799
万円 

800 万円

以上 

合計 (実数) 

299 万円以下 185 236 231 179 63 35 23 952 (12,242)
300-599 万円 133 271 311 213 138 75 46 1,188 (15,284)
600-899 万円 69 248 294 202 75 46 69 1,003 (12,910)
900-1199 万円 23 138 271 213 121 75 46 888 (11,427)
1200-1999 万円 92 127 611 473 260 271 179 2,013 (25,893)
2000-2999 万円 46 75 375 375 283 219 283 1,655 (21,294)
3000-3999 万円 6 35 173 179 173 185 127 877 (11,277)

貯
蓄
現
在
高
階
級 

4000 万円以上 52 0 185 346 196 254 392 1,424 (18,326)

合計 
606 

(7,790) 
1,130 

(14,542) 
2,451

(31,532)
2,180

(28,046)
1,309

(16,843)
1,159

(14,913)
1,165 

(14,987) 
10,000 (128,653)

 

なお表 5 においては，高年夫婦世帯の年間収入階級・貯蓄現在高階級別の世帯数分布を，

世帯主の年齢階級別に整理している． 
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表５ 高年夫婦世帯の世帯主の年齢階級，年間収入階級，貯蓄現在高階級別世帯数 

1989 年 1994 年 1999 年 

貯蓄現在高階級 貯蓄現在高階級 貯蓄現在高階級 
世
帯
主
の 

 
 

年
齢
階
級 

年間

収入 
階級 

(万円) 
599 
万円 
以下 

600- 
1199 
万円 

1200-
1999 
万円 

2000- 
3999 
万円 

4000 
万円 
以上 

合計 599 
万円

以下

600-
1199
万円

1200-
1999 
万円 

2000-
3999 
万円 

4000
万円

以上

合計 599 
万円

以下

600- 
1199 
万円 

1200- 
1999 
万円 

2000- 
3999 
万円 

4000
万円

以上

合計 

299 
以下 

3,730 2,132 600 400 134 6,996 3,397 1,628 637 496  0 6,158 2,078 890 445 668 148 4,229

300- 
399 

1,531 1,732 1,466 1,132 400 6,261 1,982 1,698 920 990 284 5,874 2,300 1,484 1,335 890 742 6,751

400- 
499 

998 932 533 1,066 200 3,729 990 1,132 495 1,204 425 4,246 1,781 1,632 2,152 1,409 1,187 8,161

500- 
799 

932 1,598 1,066 1,865 666 6,127 1,204 1,699 1,698 2,830 1,840 9,271 1,410 1,558 2,893 4,006 1,485 11,352

60-64

歳 

800 
以上 

67 466 666 1,399 1,532 4,130 212 637 1,486 1,557 1,344 5,236 594 1,113 816 2,152 1,706 6,381

299 
以下 

3,463 2,664 866 866 133 7,992 2,264 2,123 850 283 212 5,732 3,190 2,004 519 667 297 6,677

300- 
399 

1,133 1,199 999 999 733 5,063 1,840 2,264 2,265 2,336 637 9,342 2,225 2,819 2,820 2,819 742 11,425

400- 
499 

733 466 267 666 1,332 3,464 779 1,840 1,132 1,841 849 6,441 1,558 1,409 1,633 2,448 1,261 8,309

500- 
799 

599 600 799 1,000 599 3,597 850 2,052 991 2,476 1,203 7,572 1,707 965 2,671 2,894 1,558 9,795

65-69

歳 

800 
以上 

266 200 333 466 799 2,064 71 213 495 1,628 2,194 4,601 222 148 816 1,409 2,077 4,672

299 
以下 

3,463 1,132 1,199 333 134 6,261 2,336 1,204 425 354 0 4,319 2,448 1,558 594 519 74 5,193

300- 
399 

532 400 266 600 399 2,197 1,132 1,486 1,770 1,770 425 6,583 1,336 2,300 2,152 1,929 445 8,162

400- 
499 

600 134 267 200 134 1,335 71 567 637 1,274 708 3,257 816 1,558 1,187 2,225 1,261 7,047

500- 
799 

333 201 200 333 400 1,467 213 355 567 566 849 2,550 890 890 519 2,300 1,855 6,454

70-74

歳 

800 
以上 

0 599 0 333 467 1,399 142 213 284 495 1,062 2,196 0 74 667 1,187 668 2,596

299 
以下 

2,930 1,532 666 133 67 5,328 2,901 991 566 638 142 5,238 2,894 1,706 1,261 223 148 6,232

300- 
399 

333 533 333 266 67 1,532 1,061 850 779 354 142 3,186 1,113 667 1,558 1,409 445 5,192

400- 
499 

200 333 467 399 67 1,466 142 212 637 849 71 1,911 890 742 1,113 1,039 742 4,526

500- 
799 

67 0 134 333 67 601 354 213 71 354 708 1,700 0 667 742 1,855 890 4,154
75

歳
以
上 

800 
以上 

0 0 0 200 333 533 142 0 142 213 71 568 74 148 0 519 593 1,334

 

 

（５）高年単身世帯における世帯主の男女別，年間収入階級・貯蓄現在高階級の分布 

高年単身世帯についても，年間収入階級と貯蓄現在高階級別の分布状況を概観しておこ

う（表 6）．各調査年の比較を行うため世帯総数は 10,000 に調整している．  

まず年間収入階級をみると，調査年及び世帯主の性別を問わず「199 万円以下」に分布

する世帯が多い．「199 万円以下」と「200-299 万円」の収入階級とを合わせて男女別にそ

の経年変化を見てみると．男性の場合，1989 年には全体の 77%であったものが，1994 年

には 58%，1999 年には 56%と 20%近く減少している．これに対して女性は，1989 年で 84%，

1994 年で 75%，1999 年で 81%と男性ほどの変化は見られず，8 割前後で推移している． 
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表６ 男女別高年単身世帯数―貯蓄現在高階級×年間収入階級(総数を 10,000 に調整） 
 年間収入階級（万円）  

1989 年 199 以下 200-299 300-399 400-499 500-599 600-799 800 以上  合計 (実数)
299 以下 2,550 196 196 0 0 0 0 2,942 (2,525)
300-599  883 1,079 0 196 98 0 0 2,256 (1,936)
600-899  588 393 0 0 0 0 0 981 (842)
900-1199  196 588 98 196 0 98 0 1,176 (1,009)
1200-1999  98 0 491 0 196 98 196 1,078 (925)
2000-2999  686 393 98 196 0 0 0 1,372 (1,178)
3000-3999  0 98 0 0 0 98 0 196 (168)
4000 以上 0 0 0 0 0 0 0 0 (0)

男
性 

貯
蓄
現
在
高
階
級(

万
円) 合計 

(実数) 
5,002 

(4,293) 
2,746 

(2,357) 
882

(757)
587

(504)
294

(252)
294

(252)
196 

(168) 10,000 (8,583)

299 以下 2,440 550 138 17 17 0 0 3,162 (15,492)
300-599  1,100 412 138 0 0 17 223 1,891 (9,263)
600-899  1,117 344 52 34 0 0 34 1,581 (7,746)
900-1199  533 120 223 17 0 0 0 894 (4,378)
1200-1999  739 447 189 120 34 0 0 1,529 (7,492)
2000-2999  241 103 34 34 0 17 0 429 (2,104)
3000-3999  86 120 69 34 0 0 0 309 (1,515)
4000 以上 17 34 17 34 0 103 0 206 (1,009)

女
性 

貯
蓄
現
在
高
階
級(

万
円) 合計 

(実数) 
6,272 

(30,732) 
2,131 

(10,439) 
859

(4,211)
292

(1,429)
51

(252)
137

(673)
258 

(1,263) 10,000 (48,999)
1994 年 199 以下 200-299 300-399 400-49 500-599 600-799 800 以上 合計 (実数)

299 以下 1,428 476 191 191 0 0 0 2,285 (2,013)
300-599  762 476 191 0 0 0 0 1,428 (1,258)
600-899  286 191 380 191 0 0 0 1,048 (923)
900-1199  95 95 95 95 0 0 0 381 (336)
1200-1999  286 666 95 95 0 0 95 1,238 (1,091)
2000-2999  0 571 0 286 95 286 0 1,238 (1,091)
3000-3999  191 0 95 0 666 0 0 952 (839)
4000 以上 286 0 476 286 95 0 286 1,429 (1,259)

男
性 

貯
蓄
現
在
高
階
級(

万
円) 合計 

(実数) 
3,334 

(2,937) 
2,475 

(2,180) 
1,523

(1,342)
1,144

(1,008)
857

(755)
286

(252)
381 

(336) 10,000 (8,810)

299 以下 1,656 394 118 26 0 39 0 2,234 (14,256)
300-599  1,275 315 131 39 0 0 26 1,787 (11,405)
600-899  841 302 52 26 39 0 26 1,288 (8,219)
900-1199  473 368 197 26 52 0 52 1,169 (7,463)
1200-1999  499 434 223 105 52 66 26 1,406 (8,971)
2000-2999  276 131 210 236 0 26 131 1,012 (6,458)
3000-3999  210 223 52 52 0 0 144 683 (4,359)
4000 以上 26 79 158 39 52 52 13 420 (2,683)

女
性 

貯
蓄
現
在
高
階
級(

万
円) 合計 

(実数) 
5,256 

(33,542) 
2,247 

(14,339) 
1,143

(7,295)
552

(3,523)
197

(1,257)
184

(1,174)
421 

(2,684) 10,000 (63,814)

1999 年 199 以下 200-299 300-399 400-499 500-599 600-799 800 以上 合計 (実数)
299 以下 1,116 654 500 0 115 0 77 2,462 (7,424)
300-599  500 692 269 269 0 0 0 1,731 (5,220)
600-899  192 731 308 38 154 0 0 1,423 (4,292)
900-1199  115 308 154 38 38 0 0 654 (1,972)
1200-1999  115 308 231 115 77 0 38 885 (2,668)
2000-2999  154 269 308 231 38 0 38 1,039 (3,132)
3000-3999  38 154 192 346 0 0 38 769 (2,320)
4000 以上 115 115 462 77 77 115 77 1,039 (3,132)

男
性 

貯
蓄
現
在
高
階
級(

万
円) 合計 

(実数) 
2,346 

(7,076) 
3,231 

(9,744) 
2,423

(7,308)
1,116

(3,364)
500

(1,508)
115

(348)
269 

(812) 10,000 (30,160)

299 以下 1,563 622 84 17 0 0 17 2,303 (15,893)
300-599  1,160 571 50 50 0 0 0 1,832 (12,645)
600-899  622 353 151 67 67 0 0 1,261 (8,700)
900-1199  538 252 134 0 0 0 0 924 (6,380)
1200-1999  403 689 252 185 0 17 0 1,546 (10,672)
2000-2999  487 353 118 50 0 0 17 1,025 (7,076)
3000-3999  50 202 50 101 0 50 17 471 (3,248)
4000 以上 84 151 151 134 0 50 67 639 (4,408)

女
性 

貯
蓄
現
在
高
階
級(

万
円) 合計 

(実数) 
4,908 

(33,874) 
3,194 

(22,040) 
992

(6,844)
605

(4,176)
67

(464)
118

(812)
118 

(812) 10,000 (69,022)
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貯蓄現在高階級については，調査年及び世帯主の性別を問わず，「299 万円以下」の階級

に２割から３割の世帯が分布している．1200 万円未満の世帯は，1994 年の男性(51%)を例

外として全体の約６割から７割を占めており，その比率は 1994 年以降低下している． 

さらに，年間収入階級と貯蓄現在高階級とのクロス集計結果を見ると，「年間収入階級

299 万円以下・貯蓄現在高階級 1199 万円以下」という範囲の世帯が全体の約 4 割から 6 割

強を占めている．しかし，男女別にその動きを見ると，男性ではその比率は 1989 年に 65%，

1994 年に 38%，1999 年に 43%と推移しているのに対し，女性では 1989 年に 66%であった

ものが，1994 年に 56%，1999 年に 57%に低下したにとどまっている．このような比率の

低下は，収入面かもしくは貯蓄面での改善がみられる世帯グループの増加を意味すること

から，女性高年単身世帯においては，男性ほどにはこのような意味での経済状況の改善が

進んでいないことを示すものといえる．女性の単身高齢者の動向に特に配慮する必要があ

ろう． 

 

３．高年夫婦世帯の家計支出の特徴 

（１）高年夫婦世帯の家計支出の経年変化 

ここでは高年夫婦世帯の家計支出の経年変化の特徴を世帯主の年齢階級別にみていくこ

とにする（表 7，表 8，表 9，表 10）． まず，全体を通して簡単に家計支出の概略を述べて

おこう． 

支出総額は 27 万円から 38 万円，実支出は 13 万円から 19 万円，消費支出は 15 万円前後

であり，時系列的には 70-74 歳を例外として，V 字型，つまりバブル期の 89 年では高く，

崩壊後の 94 年で支出は落ち込み，99 年では回復を示している．また世帯主の年齢階級が

高くなるにつれ，支出水準は趨勢として低下を示しているようにみえる．以下では，世帯

主の年齢階級別にその経年変化の特徴を述べる． 

 

【世帯主の年齢階級 60-64 歳】 

表 7 は，世帯主の年齢階級が 60-64 歳の高年夫婦世帯における支出の内訳を時系列として

整理したものである．支出金額も支出割合も増加している項目は「住居」費，「保健医療」

費であり，支出金額だけが高くなっている項目は「光熱・水道」費であった．逆に，支出

金額が減少している項目は「被服及び履物」費である．「非消費支出」（租税・社会保険料）

金額は減少し，「実支出以外の支出」については支出金額が大幅に増加している． 
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表７ 世帯主の年齢階級 60-64 歳の高年夫婦世帯の支出内訳 

1989 年 1994 年 1999 年 
項     目 

金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 
支出総額 328,248   319,533  382,428   
実支出 178,427   163,795  194,215   
消費支出 161,846 100.0 149,942 100.0 181,864 100.0 
食料 51,470 31.8 45,939 30.6 52,852 29.1 
住居 9,496 5.9 16,930 11.3 23,630 13.0 
光熱・水道 12,230 7.6 14,320 9.6 15,871 8.7 
家具・家事用品 6,842 4.2 5,522 3.7 5,803 3.2 
被服及び履物 7,606 4.7 7,431 5.0 4,912 2.7 
保健医療 4,884 3.0 6,008 4.0 16,004 8.8 
交通・通信 13,754 8.5 12,566 8.4 15,962 8.8 
教育 0 0.0 0 0.0 0 0.0 
教養娯楽 16,973 10.5 9,742 6.5 10,833 6.0 
その他の消費支出 38,592 23.8 31,483 21.0 35,996 19.8 

非消費支出 16,581   13,853  12,162   
実支出以外の支出 114,074   122,241  163,266   
繰越金 35,747   33,497   24,946   

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【世帯主の年齢階級 65-69 歳】 

 世帯主の年齢階級が 65-69 歳の高年夫婦世帯については，先にみた「60-64 歳」の世帯と

は逆に，「住居」費は減少傾向を示している．また，「食料」費と「被服及び履物」費も減

少傾向にあった．これに対して，「光熱・水道」費，「家具・家事用品」費，及び「実支出

以外の支出」は増加傾向を示している．「保健医療」費については 1994 年から支出水準が

上昇している（表 8）． 

 

表８ 世帯主の年齢階級 65-69 歳の高年夫婦世帯の支出内訳 
1989 年 1994 年 1999 年 

項     目 
金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 

支出総額 337,376   332,926  356,673   
実支出 170,680   164,816  168,683   
消費支出 160,045 100.0 153,265 100.0 159,276 100.0  
食料 53,004 33.1 52,666 34.4 47,893 30.1  
住居 9,020 5.6 7,990 5.2 7,418 4.7  
光熱・水道 12,234 7.6 13,581 8.9 13,843 8.7  
家具・家事用品 5,590 3.5 6,445 4.2 7,366 4.6  
被服及び履物 9,500 5.9 8,055 5.3 6,224 3.9  
保健医療 7,806 4.9 10,421 6.8 9,771 6.1  
交通・通信 16,225 10.1 12,318 8.0 14,495 9.1  
教育 0 0.0 0 0.0 0 0.0  
教養娯楽 15,721 9.8 8,788 5.7 16,132 10.1  
その他の消費支出 30,946 19.3 33,000 21.5 36,134 22.7  

非消費支出 10,634   11,551  9,400   
実支出以外の支出 115,683   124,171  149,988   
繰越金 51,014   43,940   38,003   
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【世帯主の年齢階級 70-74 歳】  

世帯主の年齢階級 70-74 歳の高年夫婦世帯に関しては，「食料」費，「光熱・水道」費，

「保健医療」費，及び「非消費支出」は増加傾向にあり，「家具・家事用品」費，「交通・

通信」費への支出は減少傾向にあった（表 9）．  
表９ 世帯主の年齢階級 70-74 歳の高年夫婦世帯の支出内訳 

1989 年 1994 年 1999 年 
項     目 

金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 
支出総額 270,310   331,705   294,125   
実支出 137,218   169,235   149,605   
消費支出 132,514 100.0 164,266 100.0 143,512 100.0  
食料 44,686 33.7 54,431 33.1 53,133 37.0  
住居 6,391 4.8 6,098 3.7 6,656 4.6  
光熱・水道 9,761 7.4 13,173 8.0 13,177 9.2  
家具・家事用品 7,273 5.5 6,265 3.8 6,755 4.7  
被服及び履物 5,071 3.8 5,607 3.4 4,338 3.0  
保健医療 7,826 5.9 8,482 5.2 12,904 9.0  
交通・通信 11,381 8.6 11,213 6.8 10,939 7.6  
教育 0 0.0 0 0.0 0 0.0  
教養娯楽 12,317 9.3 19,327 11.8 10,755 7.5  
その他の消費支出 27,808 21.0 39,670 24.1 24,855 17.3  

非消費支出 4,704   4,969   6,093   
実支出以外の支出 94,527   121,702   97,336   
繰越金 38,565   40,768   47,047   

 

【世帯主の年齢階級 75 歳以上】 

75 歳以上の高年夫婦世帯では，「住居」費，「家具・家事用品」費，「保健医療」費，及

び「交通・通信」費について増加傾向が見られ,「被服及び履物」費と「教養娯楽」費への

支出は減少傾向を示していた（表 10）． 

表 10 世帯主の年齢階級 75 歳以上の高年夫婦世帯の支出内訳 
1989 年 1994 年 1999 年 

項     目 
金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 

支出総額 300,971   271,511  338,523   
実支出 132,271   128,027  150,369   
消費支出 128,380 100.0 121,710 100.0 146,495 100.0  
食料 46,077 35.9 43,451 35.7 46,993 32.1  
住居 7,903 6.2 8,555 7.0 19,456 13.3  
光熱・水道 11,083 8.6 10,897 9.0 12,142 8.3  
家具・家事用品 4,582 3.6 4,778 3.9 5,643 3.9  
被服及び履物 5,574 4.3 3,300 2.7 3,942 2.7  
保健医療 6,312 4.9 5,733 4.7 9,264 6.3  
交通・通信 8,119 6.3 8,532 7.0 9,496 6.5  
教育 0 0.0 0 0.0 0 0.0  
教養娯楽 10,071 7.8 9,633 7.9 10,820 7.4  
その他の消費支出 28,658 22.3 26,831 22.0 28,739 19.6  
非消費支出 3,891   6,317  3,874   

実支出以外の支出 114,563   106,163  133,017   
繰越金 54,137   37,321   54,663   
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世帯主の年齢階級に関わらず，全体的に，1989 年の時点と比べると 1999 年の「保健医

療」費への支出が漸増している．この間の医療費の改定が影響しているものと推測される．

また，「住居」費や「光熱・水道」費も概ね増加傾向にあった．生活の基盤を形成する上で

必要不可欠で，なおかつ非選択的な固定費的項目への支出割合が増えていることに注意が

必要である． 

 

（２）高年夫婦世帯の世帯主年齢階級別支出の特徴  

高年夫婦世帯の世帯主の年齢差による生活状況の違いを捉えるために，各調査年につい

て，世帯主の年齢階級別の家計支出構成をみておくことにしよう．なお，比較を明確にす

るため，対象を年間収入階級が 299 万円以下で貯蓄現在高階級が 599 万円以下5である高

年夫婦世帯に限定する． 

まず，1989 年については，世帯主の年齢階級「70-74 歳」の世帯の支出総額が約 27 万円

であり，他の年齢階級と比べて 3 万から 6 万円程度低いことが見て取れる．実支出に関し

ては，「60-64 歳」と「65-69 歳」の世帯で 17 万円だったものが，70 歳以降になると 13 万

円台に下がっており，金額に 4 万円前後の開きがあることがわかる．消費支出，非消費支

出についても年齢階級が上がるとともに金額は減少しており，特に 60 歳代と 70 歳代とで

大きな格差が生じている．加えて，消費支出に目を向ければ，「食料」が年齢階級の上昇と

ともに 5 万円台から 4 万円台に漸減している（表 11）．  
 
表 11 1989 年，世帯主の年齢階級別高年夫婦世帯（低経済階級*）の支出内訳 

  世帯主の年齢階級 
項  目 60-64 歳 65-69 歳 70-74 歳 75 歳以上 

  金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 
支出総額 328,248   337,376  270,310   300,971   
実支出 178,427   170,680  137,218   132,271   
消費支出 161,846 100.0 160,045 100.0 132,514 100.0 128,380 100.0  
食料 51,470 31.8 53,004 33.1 44,686 33.7 46,077 35.9  
住居 9,496 5.9 9,020 5.6 6,391 4.8 7,903 6.2  
光熱・水道 12,230 7.6 12,234 7.6 9,761 7.4 11,083 8.6  
家具・家事用品 6,842 4.2 5,590 3.5 7,273 5.5 4,582 3.6  
被服及び履物 7,606 4.7 9,500 5.9 5,071 3.8 5,574 4.3  
保健医療 4,884 3.0 7,806 4.9 7,826 5.9 6,312 4.9  
交通・通信 13,754 8.5 16,225 10.1 11,381 8.6 8,119 6.3  
教育 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0  
教養娯楽 16,973 10.5 15,721 9.8 12,317 9.3 10,071 7.8  
その他の消費支出 38,592 23.8 30,946 19.3 27,808 21.0 28,658 22.3  

非消費支出 16,581   10,634  4,704   3,891   
実支出以外の支出 114,074   115,683  94,527   114,563   
繰越金 35,747   51,014   38,565   54,137   

*「低経済階級」とは，年間収入階級が 299 万円以下で貯蓄現在高階級が 599 万円以下の高年夫婦世帯を指している． 

                                                  
5 ちなみに，「1999 年全国消費実態調査」の「夫婦のみの世帯で夫の年齢が 60 歳以上の世帯」（全世帯の）

第１四分位は，年収は 326 万円，貯蓄現在高は 724 万円であるから，対象世帯はそれより低い階層である． 
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消費支出に占める割合を見ると，「60-64 歳」の年齢階級では「教養娯楽」費と「その他

の消費支出」が各々10.5%，23.8%，「65-69 歳」では「交通・通信」費と「その他の消費支

出」が各々10.1%，19.3%と高く，主体的・選択的な費目に支出を振り向けていることが確

認できる．他方，「70-74 歳」では「家具・家事用品」費が 5.5%，「保健医療」費が 5.9%，

「75 歳以上」では「住居」費が 6.2%，「光熱・水道」費が 8.6%となっており，固定的な費

目への支出割合が他の年齢階級に比べて高かった． 

1994 年に関しては，「75 歳以上」の支出総額と実支出の金額がそれぞれ約 27 万円，約

13 万円となっており，他の年齢階級と比べて 20%程度低くなっている（表 12）．1989 年の

時点で「70-74 歳」であった世代がシフトしているとも考えられる．  

 また，「75 歳以上」の世帯では，「被服及び履物」への支出金額が 7,431 円，支出割合が

2.7%であり，「65-69 歳」の支出金額 3,300 円，支出割合 5.3%と比べてその約半分程度でし

かない．一方，「食料」費に目を向ければ，支出金額は「60-64 歳」の世帯のそれとさほど

変わらず 4 万円台であるのに対して，支出割合は 30.6%から 35.7%へと 5.1 ポイント増加し

ており，「75 歳以上」の世帯のエンゲル係数の高さが窺える． 

 

表 12 1994 年，世帯主の年齢階級別高年夫婦世帯（低経済階級*）の支出内訳 
  世帯主の年齢階級 

項  目 60-64 歳 65-69 歳 70-74 歳 75 歳以上 
  金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 
支出総額 319,533   332,926  331,705   271,511   
実支出 163,795   164,816  169,235   128,027   
消費支出 149,942 100.0 153,265 100.0 164,266 100.0 121,710 100.0  
食料 45,939 30.6 52,666 34.4 54,431 33.1 43,451 35.7  
住居 16,930 11.3 7,990 5.2 6,098 3.7 8,555 7.0  
光熱・水道料 14,320 9.6 13,581 8.9 13,173 8.0 10,897 9.0  
家具・家事用品 5,522 3.7 6,445 4.2 6,265 3.8 4,778 3.9  
被服及び履物 7,431 5.0 8,055 5.3 5,607 3.4 3,300 2.7  
保険医療 6,008 4.0 10,421 6.8 8,482 5.2 5,733 4.7  
交通・通信 12,566 8.4 12,318 8.0 11,213 6.8 8,532 7.0  
教育 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0  
教養娯楽 9,742 6.5 8,788 5.7 19,327 11.8 9,633 7.9  
その他の消費支出 31,483 21.0 33,000 21.5 39,670 24.1 26,831 22.0  

非消費支出 13,853   11,551  4,969   6,317   
実支出以外の支出 122,241   124,171  121,702   106,163   
繰越金 33,497   43,940   40,768   37,321   

*「低経済階級」とは，年間収入階級が 299 万円以下で貯蓄現在高階級が 599 万円以下の高年夫婦世帯を指している． 

 

最後に 1999 年の特徴点をみておこう（表 13）．支出総額，実支出及び消費支出の金額が

ともに低い年齢階級は「70-74 歳」であった．これに対して，支出総額，実支出，消費支

出ともに支出金額がもっとも高かったのは「60-64 歳」の年齢階級である．また，「75 歳以
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上」の年齢階級の世帯は，支出総額が 338,523 円であるのに比べて実支出に振り向ける金

額は 150,369 円とそれほど高くない．この階級の支出総額を高めているのは「預貯金」な

どを含む「実支出以外の支出」である． 

消費支出の内訳に目を向けると，「65-69 歳」の年齢階級の世帯の主体的・選択的費目へ

の支出割合が比較的高いようである．すなわち「被服及び履物」費が 3.9%，「交通・通信」

費が 9.1%，「教養娯楽」費が 10.1%，「その他の消費支出」が 22.7%であったが，これは，

「食料」費，「住居」費，「保健医療」費などの固定的・非選択的支出の割合の低さが反映

したものと考えられる． 

 

 表 13 1999 年，世帯主の年齢階級別高年夫婦世帯（低経済階級*）の支出内訳 
  世帯主の年齢階級 

項  目 60-64 歳 65-69 歳 70-74 歳 75 歳以上 
  金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 
支出総額 382,428  356,673   294,125  338,523   
実支出 194,215  168,683   149,605  150,369   
消費支出 181,864 100.0 159,276 100.0 143,512 100.0 146,495 100.0  
食料 52,852 29.1 47,893 30.1 53,133 37.0 46,993 32.1  
住居 23,630 13.0 7,418 4.7 6,656 4.6 19,456 13.3  
光熱・水道料 15,871 8.7 13,843 8.7 13,177 9.2 12,142 8.3  
家具・家事用品 5,803 3.2 7,366 4.6 6,755 4.7 5,643 3.9  
被服及び履物 4,912 2.7 6,224 3.9 4,338 3.0 3,942 2.7  
保健医療 16,004 8.8 9,771 6.1 12,904 9.0 9,264 6.3  
交通・通信 15,962 8.8 14,495 9.1 10,939 7.6 9,496 6.5  
教育 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0  
教養娯楽 10,833 6.0 16,132 10.1 10,755 7.5 10,820 7.4  
その他の消費支出 35,996 19.8 36,134 22.7 24,855 17.3 28,739 19.6  

非消費支出 12,162  9,400   6,093  3,874   
実支出以外の支出 163,266  149,988   97,336  133,017   
繰越金 24,946   38,003   47,047   54,663   

*「低経済階級」とは，年間収入階級が 299 万円以下で貯蓄現在高階級が 599 万円以下の高年夫婦世帯を指している． 

 

（３）収入・貯蓄と家計支出  

前項では，「低経済階級」（年間収入階級 299 万円以下で貯蓄現在高階級 599 万円以下の

高年夫婦世帯）に限定して，年齢階級別の家計支出の特徴を概観した．ここでは，1999 年

の集計結果を利用して，収入・貯蓄水準と家計支出との関係を検討する．利用したミクロ

データの集計サンプル数の制約を考慮して，高年夫婦世帯の世帯主の年齢階級ごとに，各

貯蓄現在高階級に対して世帯数がもっとも多く分布する年間収入階級を表 5（前出）から

ピックアップし，比較を行うこととした（表 14～から表 17）．  

 まず，表 14 には「60-64 歳」の年齢階級の家計支出を示している．世帯主の平均年齢は

62 歳前後であった．「年収 299 万円以下・貯蓄 599 万円以下」の階層は，他の階層に比べ

 166



て，「有業人員」も「持家率」も低い．「年収 300-399 万円・貯蓄 599 万円以下」の階層は，

「負債保有率」が高く「住宅・土地のための負債」の割合も高いことが見て取れる．同一

年齢階級でしかも「60-64 歳」という比較的若い高年層では，この側面ではまだゆとりが

なく，特に年収も貯蓄も低い層（「年収 299 万円以下・貯蓄 599 万円以下」）では「食料」

費，「住居」費，「光熱・水道」費，「保健医療」費など，生きていく上で必要欠くべからざ

る費目や健康の保持・回復に関わる費目に支出ウェイトをおかざるを得ない状況が窺える． 

これに対して，高収入で貯蓄も十分な階層（「年収 800 万円以上・貯蓄 2000-3999 万円」）

では，「被服及び履物」費が 8.3%，「教養・娯楽」が 14.7%，「その他の消費支出」が 31.8%

であり，このような主体的・選択的費目で全体の 5 割以上を占める結果となっている． 

 
 表 14 1999 年，高年夫婦世帯（世帯主年齢階級：60-64 歳）の 

年間収入階級・貯蓄現在高階級別消費支出の内訳 
  年間収入階級 
項目 299 万円以下 300-399 万円 400-499 万円 500-799 万円 800 万円以上 
世帯主の年齢（歳） 62.1  62.3 62.2 61.9   62.3    
有業人員 0.75  1.10 0.83 0.91   1.14    
持家率（％） 0.54  0.81 0.76 0.83   1.00    
年間収入（万円）推計済 218 347 448 619  1,177   
貯蓄現在高階級 599 万円以下 599 万円以下 1200-1999 万円 2000-3999 万円 2000-3999 万円

貯蓄現在高（万円） 240 382 1,613 2,822  2,778   
負債現在高（万円） 88 396 46 92  435   
うち住宅・土地のための

負債（万円） 
74 307 44 92  315   

負債保有率（％） 0.32  0.58 0.24 0.13   0.38    
うち住宅・土地のための

負債（％） 
0.18  0.39 0.07 0.11   0.28    

支出総額 382,428   572,749   718,568   800,777   949,147   
実支出 194,215  266,530   312,562  377,088   567,359   
 消費支出 181,864 100.0 247,557 100.0 285,537 100.0 343,351 100.0 497,065 100.0
  食料 52,852 29.1 60,932 24.6 72,221 25.3 79,323 23.1 93,305 18.8
  住居 23,630 13.0 24,200 9.8 22,782 8.0 13,810 4.0 12,779 2.6
  光熱・水道 15,871 8.7 15,930 6.4 16,136 5.7 17,459 5.1 20,892 4.2
  家具・家事用品 5,803 3.2 7,261 2.9 8,262 2.9 10,792 3.1 15,549 3.1
  被服及び履物 4,912 2.7 7,657 3.1 9,953 3.5 15,372 4.5 41,121 8.3
  保健医療 16,004 8.8 9,806 4.0 9,642 3.4 15,411 4.5 17,899 3.6
  交通・通信 15,962 8.8 36,367 14.7 33,307 11.7 42,317 12.3 64,379 13.0
  教育 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
  教養・娯楽 10,833 6.0 25,890 10.5 34,253 12.0 52,091 15.2 72,832 14.7
  その他の消費支出 35,996 19.8 59,516 24.0 78,982 27.7 96,776 28.2 158,308 31.8
 非消費支出 12,162  18,800   27,024  33,737   69,983   
実支出以外の支出 163,266  242,516   355,296  368,385   333,084   
繰越金 24,946   63,330   50,710   55,243   45,031   

 

表 15 は世帯主の年齢階級「65-69 歳」の高年夫婦世帯の状況である．この年齢階級にな

ると，年収「800 万円以上」の階層を除き，「有業人員」は 0.4 人から 0.7 人の間に位置し，

定年退職などによる有業者の減少が顕著である．年収「299 万円以下」の層を除き，すべ
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ての層の「持家率」が 9 割を超えている． 

「年収 500-799 万円・貯蓄現在高 2000-3999 万円」ならびに「年収 800 万以上・貯蓄現

在高 4000 万円以上」という高所得層と「年収 299 万・貯蓄現在高 599 万円」という低所得

層とを比較すると，消費支出金額及びその支出構成には顕著な差がある．支出総額，実支

出及び消費支出ともに，高所得層が低所得層を大きく上回り，支出内訳を見ると，例えば

「被服及び履物」費について，前者は 26,254 円支出し，消費支出に占める割合が 6.7%で

あるのに対し，後者はそれぞれ 6,224 円，3.9%という数字である．同様に「教養・娯楽」

費についても前者が 65,550 円，16.8%と金額も割合も高いのに対し，後者は 16,132 円で

10.1%と低い水準にとどまっている． 
 

表 15 1999 年，高年夫婦世帯（世帯主年齢階級：65-69 歳）の 
年間収入階級・貯蓄現在高階級別消費支出の内訳 

  年間収入階級 

項目 299 万円以下 300-399 万円 400-499 万円 500-799 万円 800 万円以上 

世帯主の年齢（歳） 67.2   67.3   67   66.9   66.6   

有業人員 0.47   0.42   0.61   0.67   1.32   

持家率（％） 0.81   0.97   0.94   0.95   0.96   

年間収入（万円）推計済 223   354   458   602   1,388   

貯蓄現在高階級 599 万円以下 1200-1999 万円 2000-3999 万円 2000-3999 万円 4000 万円以上 

貯蓄現在高（万円） 343   1,577   2,729   3,013   7,304   

負債現在高（万円） 52   20   25   134   184   

うち住宅・土地のための

負債（万円） 
26   13   16   60   181   

負債保有率（％） 0.23   0.11   0.09   0.28   0.21   

うち住宅・土地のための

負債（％） 
0.12   0.05   0.03   0.08   0.14   

支出総額 356,673   465,326   681,564   881,596   944,100   

実支出 168,683   227,530   319,066   417,908   430,006   

 消費支出 159,276 100.0 214,230 100.0 297,442 100.0 391,109 100.0 389,630 100.0

  食料 47,893 30.1 61,540 28.7 71,531 24.0 73,287 18.7 80,519 20.7

  住居 7,418 4.7 5,569 2.6 16,146 5.4 30,001 7.7 21,584 5.5

  光熱・水道 13,843 8.7 15,860 7.4 18,335 6.2 18,744 4.8 16,692 4.3

  家具・家事用品 7,366 4.6 9,008 4.2 11,382 3.8 20,238 5.2 12,658 3.2

  被服及び履物 6,224 3.9 8,556 4 15,237 5.1 22,139 5.7 26,254 6.7

  保健医療 9,771 6.1 9,243 4.3 13,456 4.5 19,800 5.1 25,805 6.6

  交通・通信 14,495 9.1 24,608 11.5 26,489 8.9 44,268 11.3 45,107 11.6

  教育 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

  教養・娯楽 16,132 10.1 25,999 12.1 33,241 11.2 51,407 13.1 65,550 16.8

  その他の消費支出 36,134 22.7 53,846 25.1 91,624 30.8 111,224 28.4 95,462 24.5

 非消費支出 9,400   13,300   21,624   26,800   40,377   

実支出以外の支出 149,988   193,850   292,805   397,135   440,280   

繰越金 38,003   43,947   69,673   66,553   71,195   

 

それでは 70 歳代ではどのような特徴がみられるだろうか．表 16 には，世帯主の年齢階
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級「70-74 歳」の高年夫婦世帯の状況が整理されている．「持家率」は，先に見た「65-69

歳」の世帯と同様，「年収 299 万円以下・貯蓄 599 万円以下」の階層のみが相対的に低い．

「有業人員」は「年収 800 万円以上・貯蓄 2000-3999 万円」の階層のみ 1.25 人と多く，他

の世帯ではほぼ現役を退いていると判断できる．「年収 800 万円以上・貯蓄 2000-3999 万円」

の高年夫婦世帯には，高齢となっても勤められるような形態の役職や地位にある仕事に従

事していることを示していると言えよう．住宅ローンなども返済し終わった世帯が多いよ

うである． 

ここで，貯蓄現在高階級は「2000-3999 万円」と同じであるが，年間収入が異なる 400

万円以上の三つの階層グループに焦点を当てよう．貯蓄階層が同じである場合，ゆとりの

支出を生む要因は収入であるが，三者の年間収入の平均金額は，それぞれ 442 万円，613

万円，1,192 万円である．年収が上がるにつれて支出金額も増加する項目は，「食料」，「光

熱・水道」，「家具・家事用品」，及び「被服及び履物」である．反対に年収の増加とともに

支出金額が下がっている項目は，「教養・娯楽」費であった．有業人員との関連が示唆され

る． 
表 16 1999 年，高年夫婦世帯（世帯主年齢階級：70-74 歳）の 

年間収入階級・貯蓄現在高階級別消費支出の内訳 

  年間収入階級 
項目 299 万円以下 300-399 万円 400-499 万円 500-799 万円 800 万円以上 
有業人員 0.48   0.10   0.20  0.58   1.25    
世帯主の年齢（歳） 71.88   71.48   71.67  71.16   71.25    
持家率（％） 0.79   0.94   0.93  0.97   1.00    
年間収入（万円）推計済 188  346   442  613   1,192   
貯蓄現在高階級 599 万円以下 600-1199 万円 2000-3999 万円 2000-3999 万円 2000-3999 万円

貯蓄現在高（万円） 293  829   2,718  2,969   2,678   
負債現在高（万円） 29  54   57  56   311   
うち住宅・土地のための

負債（万円） 
13  44   0  53   0   

負債保有率（％） 0.12   0.16   0.13  0.19   0.25    
うち住宅・土地のための

負債（％） 
0.06   0.06   0.00  0.13   0.00    

支出総額 294,125  542,954   720,409  732,534   742,593   
実支出 149,605  225,690   325,416  349,130   362,609   
 消費支出 143,512 100.0 209,439 100.0 310,752 100.0 324,548 100.0 319,284 100.0
  食料 53,133 37.0 57,837 27.6 67,193 21.6 74,972 23.1 91,411 28.6
  住居 6,656 4.6 33,425 16.0 40,626 13.1 8,534 2.6 13,534 4.2
  光熱・水道 13,177 9.2 17,276 8.2 15,015 4.8 19,849 6.1 25,878 8.1
  家具・家事用品 6,755 4.7 8,790 4.2 13,733 4.4 18,137 5.6 29,792 9.3
  被服及び履物 4,338 3.0 7,716 3.7 11,539 3.7 16,210 5.0 20,718 6.5
  保健医療 12,904 9.0 9,121 4.4 18,550 6.0 26,757 8.2 9,909 3.1
  交通・通信 10,939 7.6 12,964 6.2 26,213 8.4 29,278 9.0 24,324 7.6
  教育 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
  教養・娯楽 10,755 7.5 16,763 8.0 45,386 14.6 41,360 12.7 31,802 10.0
  その他の消費支出 24,855 17.3 45,546 21.7 72,496 23.3 89,450 27.6 71,915 22.5

  非消費支出 6,093  16,251   14,664  23,720   42,075   
実支出以外の支出 97,336  257,136   318,366  311,299   340,807   
繰越金 47,047   60,129   76,627   70,978   39,177   
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 最後に表 17 により，世帯主の年齢階級「75 歳以上」の世帯の状況についてみる．各階

層の世帯主の平均年齢には若干のばらつきが見られ，年齢差に最大 4 歳程度の開きがある

ので，比較には注意を要する． 

「年収 800 万円以上・貯蓄 4000 万円以上」という最高所得層をみると，平均年収は 1650

万円弱，平均貯蓄現在高は１億円近くなっており，支出総額も突出して高い．対極的に「年

収 299 万円以下・貯蓄 599 万円以下」の層の平均年収は 210 万円，貯蓄 278 万円であり，

支出総額は約 34 万円である．消費支出額は，それぞれ，54 万円と 15 万円というように３

倍以上の開きがあり，表の数字に明らかなように，生活水準は量質両面で大きく異なって

いる．当然のことながら，このような高所得層が含まれている場合，全体の平均値を押し

なべて吊り上げてしまい，高齢者世帯のおかれた状況が歪められてしまう危険性があるこ

とに留意しておく必要があろう． 

 
表 17 1999 年，高年夫婦世帯（世帯主年齢階級：75 歳以上）の 

年間収入階級・貯蓄現在高階級別消費支出の内訳 

  年間収入階級 
項目 299 万円以下 300-399 万円 400-499 万円 500-799 万円 800 万円以上 
世帯主の年齢（歳） 80.6    80.2   78.0   76.5   78.3    
有業人員 0.15    0.00   0.00   0.32   1.00    
持家率（％） 0.77    0.71   0.80   0.88   1.00    
年間収入（万円）推計済 210   352   439   586   1,644   
貯蓄現在高階級 599 万円以下 1200-1999 万円 1200-1999 万円 2000-3999 万円 4000 万円以上 
貯蓄現在高（万円） 278   1,562   1,589   2,769   9,906   
負債現在高（万円） 37   9   18   3   890   
うち住宅・土地のための

負債（万円） 
33   0   18   0   890   

負債保有率（％） 0.13    0.19   0.07   0.08   0.13    
うち住宅・土地のための

負債（％） 
0.03    0.00   0.07   0.00   0.13    

支出総額 338,523  692,863   591,941  777,927   2,517,098   
実支出 150,369  257,911   254,390  333,478   582,336   

  消費支出 146,495 100.0 242,627 100.0 244,280 100.0 313,335 100.0 540,062 100.0 
   食料 46,993 32.1 54,356 22.4 64,681 26.5 65,961 21.1 95,727 17.7 
   住居 19,456 13.3 20,198 8.3 7,499 3.1 38,955 12.4 52,771 9.8 
   光熱・水道 12,142 8.3 14,351 5.9 18,201 7.5 20,226 6.5 26,677 4.9 
   家具・家事用品 5,643 3.9 9,964 4.1 7,392 3.0 9,311 3.0 10,855 2.0 
   被服及び履物 3,942 2.7 9,669 4.0 14,542 6.0 15,871 5.1 41,956 7.8 
   保健医療 9,264 6.3 9,870 4.1 10,619 4.3 10,174 3.2 24,854 4.6 
   交通・通信 9,496 6.5 12,825 5.3 30,177 12.4 25,502 8.1 41,521 7.7 
   教育 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 
   教養・娯楽 10,820 7.4 21,886 9.0 25,225 10.3 55,282 17.6 50,762 9.4 
   その他の消費支出 28,739 19.6 89,508 36.9 65,944 27.0 72,052 23.0 194,939 36.1 
  非消費支出 3,874  15,284   10,110  20,144   42,274   

実支出以外の支出 133,017  348,201   259,310  358,348   1,832,531   
繰越金 54,663   86,751   78,241   86,074   102,231   

           

 

 

 170



（４）高年夫婦世帯のコーホート分析  

同一出生集団（コーホート）として消費支出の動きを捉えるために，高年夫婦世帯とい

う枠組みは維持したまま，表 18 のように「擬似コーホート・グループ」を 2 グループ設定

した．さらに前項（２）との比較可能性を考慮して，ここでも，「年間収入階級 299 万円以

下・貯蓄現在高階級 599 万円以下」の階層に対象世帯を限定しており，本来のコーホート

とは性格が異なることを指摘しておく． 

グループⅠは，1989 年の時点で世帯主の年齢階級が「60-64 歳」であった世帯であり，

５年ごとに世帯主の年齢階級が１階級（5 歳）ずつ上がるとすれば，1999 年までに 3 時点

分のデータが得られる．同様にグループⅡは，1989 年の時点で世帯主の年齢が「65-69 歳」

であった世帯であり，1999 年まで 3 時点分の擬似コーホートデータが得られる．なお，利

用したミクロデータの秘匿処理により，本来なら「75-79 歳」とすべきところを「75 歳以

上」で代用せざるを得なかった．いわば，グループⅡは参考数字という位置づけであり，

以下ではグループⅠを中心にその特徴をみておくことにする． 

 

 

表 18「擬似コーホート・グループ」の内訳 
  グループⅠ グループⅡ 
  世帯主の年齢階級 世帯主の年齢階級 

1989 年 60-64 歳 65-69 歳 
1994 年 65-69 歳 70-74 歳 
1999 年 70-74 歳 75 歳以上 

 

 表 19 は，「グループⅠ」の支出内訳を示したものである．ここからは，実支出・消費支

出とも年齢階級が上がるにつれて減少傾向にあることがわかる．しかし，「食料」費の支出

金額は年齢階級が上がるにつれて，やや増加しており，このことがエンゲル係数の増加

（1989 年で 31.8%，1994 年で 34.4%，1999 年で 37.0%）につながっている．同様のことは

「保健医療」費についても言える．世帯主の年齢階級が「60-64 歳」の時と比べ，「70-74

歳」になると，「保健医療」費は，支出金額・割合ともに 3 倍程度になることがわかる． 

支出金額，支出割合ともに年齢階級が上がるにつれて減少する項目は「住居」費，「交通・

通信」費，及び「その他の消費支出」である．「教養・娯楽」費については，「60-64 歳」

の時点で 16,973 円（約１割強）であったものが「70-74 歳」の時点では 10,755 円（7.5％）

に減少している．「非消費支出」は加齢とともに低下するがそれでも 6,000 円を下らない． 
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表 19 「グループⅠ」の支出内訳 

  1989 年 1994 年 1999 年 
世帯主の年齢階級 60-64 歳 65-69 歳 70-74 歳 

項     目 金額
（円）

％ 金額
（円）

 
金額
（円） ％ 

支出総額 328,248   332,926   294,125   
実支出 178,427   164,816   149,605   
消費支出 161,846 100.0 153,265 100.0 143,512 100.0 
食料 51,470 31.8 52,666 34.4 53,133 37.0 
住居 9,496 5.9 7,990 5.2 6,656 4.6 
光熱・水道 12,230 7.6 13,581 8.9 13,177 9.2 
家具・家事用品 6,842 4.2 6,445 4.2 6,755 4.7 
被服及び履物 7,606 4.7 8,055 5.3 4,338 3.0 
保健医療 4,884 3.0 10,421 6.8 12,904 9.0 
交通・通信 13,754 8.5 12,318 8.0 10,939 7.6 
教育 0 0.0 0 0.0 0 0.0 
教養娯楽 16,973 10.5 8,788 5.7 10,755 7.5 
その他の消費
支出 38,592 23.8 33,000 21.5 24,855 17.3 

非消費支出 16,581   11,551   6,093   
実支出以外の支出 114,074   124,171   97,336   
繰越金 35,747   43,940   47,047   

 

なお，本稿末に表 20 として「グループⅠ」の支出内訳（小分類）を掲載した．「年齢階

級」が上がるとともに支出割合が増加あるいは減少する品目を以下にまとめておく． 

【年齢階級とともに増加する品目】 
①「食料」費 
「穀類」における「めん類」 
「魚介類」 
「乳卵類」における「乳製品」 
「野菜・海藻」における「生鮮野菜」，「大豆加工品」 
「油脂・調味料」における「調味料」 
「調理食品」 

②「家具・家事用品」費 
「家事サービス」 

③「保健医療」費 
「保健医療サービス」 

④「教養娯楽」費 
「書籍・他の印刷物」 

【年齢階級とともに減少する品目】 

・「教養娯楽」費における「教養娯楽用耐久財」及び「教養娯楽用品」 

 
表 21 はグループⅡの支出内訳である．このグループでも，グループⅠと同様，年齢階級

があがるにつれて実支出が減少傾向にある．消費支出金額は，「70-74 歳」において最も高

くなっている．支出金額・消費支出に占める割合ともに増加していく費目は「保健医療」

費と「実支出以外の支出」，逆に減少していくのは「被服及び履物」費と「交通・通信」費

である．なお，「住居」費の割合が 65-69 歳で 5.6%，70-74 歳で 3.7%，75 歳以上で 13.3%

 172



と変化しているが，これについては 1999 年調査の世帯主年齢 75 歳以上の世帯の中に「設

備修繕・維持」，「工事・その他のサービス」などリフォーム関連の支出に多く費やした世

帯が含まれていたことが影響しているものと思われる（詳細については本稿末に掲載した

表 22 を参照されたい）． 

 
表 21 「グループⅡ」の支出内訳 
  1989 年 1994 年 1999 年 
世帯主の年齢階級 65-69 歳 70-74 歳 75 歳以上 

項     目 
金額

(円) 
％ 

金額

(円) 
％ 

金額

(円) 
％ 

支出総額 337,376   331,705   338,523   
実支出 170,680   169,235   150,369   
消費支出 160,045 100.0 164,266 100.0 146,495 100.0 
食料 53,004 33.1 54,431 33.1 46,993 32.1 
住居 9,020 5.6 6,098 3.7 19,456 13.3 
光熱・水道 12,234 7.6 13,173 8.0 12,142 8.3 
家具・家事用品 5,590 3.5 6,265 3.8 5,643 3.9 
被服及び履物 9,500 5.9 5,607 3.4 3,942 2.7 
保健医療 7,806 4.9 8,482 5.2 9,264 6.3 
交通・通信 16,225 10.1 11,213 6.8 9,496 6.5 
教育 0 0.0 0 0.0 0 0.0 
教養娯楽 15,721 9.8 19,327 11.8 10,820 7.4 
その他の消費

支出 
30,946 19.3 39,670 24.1 28,739 19.6 

非消費支出 10,634   4,969   3,874   
実支出以外の支出 115,683   121,702   133,017   
繰越金 51,014   40,768   54,663   

      

 

 

４．高年単身世帯の家計支出―食料費に焦点を当てて― 

高年単身世帯について，「食料」費に焦点を当てて，性別・年間収入階級別・貯蓄現在高

階級別の集計結果からその特徴を指摘しておきたい．その際，サンプル数の制約を考慮し

て，「年間収入階級 299 万円以下・貯蓄現在高階級 599 万円以下」の経済階層と「年間収入

階級 300-399 万円・貯蓄現在高階級 599 万円以上以下」の階層に対象世帯を絞っている． 

まず，図 3 は「年間収入階級 299 万円以下・貯蓄現在高階級 599 万円以下」の階層の食

料費支出の内訳を示している．男性，女性の差がもっとも顕著に現れているのは，「酒類」

と「外食」である．特に 1999 年の男性は 27%という高率で「外食」に支出しており，栄

養摂取状況に何らかの偏りが生じていないか懸念される． 

女性が男性よりも多く購入している費目は，「魚介類」，「肉類」，「乳卵類」といったたん

ぱく質の供給源として期待できる費目と，「野菜海藻」，「果物」といったビタミン・ミネラ

ルの供給源として期待できる費目である．「調理食品」については男性・女性とも約 1 割の

支出をしており，特に女性の側は 1989 年から 1999 年にかけて支出割合が増加している． 
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図３ 年間収入階級 299 万円以下，貯蓄現在高階級 599 万円以下の 
高年単身世帯の食料費支出 

 

 

図４は，「年間収入階級 300-399 万円・貯蓄現在高階級 599 万円以上以下」という，先に

みた階層よりも，経済的にややゆとりがある単身世帯の食料費の内訳である． 
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図４ 年間収入階級 399 万円以下，貯蓄現在高階級 599 万円以下の 

高年単身世帯の食料費支出 
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ここでもやはり，男性高年単身者については「酒類」と「外食」への支出割合が高いこ

とが見て取れる．しかし，図 3 でみた世帯階層とは違って，これらの支出割合は年を追う

ごとに減少している．女性は，1999 年の時点での「魚介類」への支出割合が若干高くなっ

ているが，概ね図 3 で捉えた傾向に変わりはない．また「調理食品」への支出割合が年を

追うごとに増加している点も共通している．いわば支出構成が，男性に比べ安定している

という点に女性単身世帯の特性を捉えてよいかもしれない． 

 

５．まとめ及び今後の課題 

以上，全国消費実態調査のミクロデータを利用して，1989 年，1994 年及び 1999 年の 3

時点における高年世帯（世帯主年齢が 60 歳以上の夫婦二人世帯と単身世帯）の家計支出構

造にアプローチしてきた．年齢階級のみならず，年間収入階級，貯蓄現在高階級とのクロ

ス集計をベースに家計収支項目の特徴を多面的に検討した． 

その結果，年間収入と貯蓄現在高に関する高年夫婦世帯数の分布は 1989 年から 1999 年

にかけて低位から高位にシフトしており，支出水準は概ね，バブル期の 1989 年では高く，

バブル崩壊後の 1994 年に落ち込むものの 1999 年には回復するというパターンを基調とし

ていた．また，世帯主の年齢階級間の家計支出の変化をみると，年齢階級が上がるにつれ

て支出レベルが低下していく傾向にあることも確認できた．さらに，所得階層の違いが支

出構造に差をもたらしており，低所得層は，「住居」費，「光熱水道」費，「保健医療」費な

どの固定的・非選択的な項目に，高所得層は「被服及び履物」費，「教養・娯楽」費，「そ

の他の消費支出」などの主体的・選択的な項目に相対的に多く支出していることも明らか

になった． 

しかし今回の分析は，当初の課題設定の背景となった問題状況を思い起こすと，あくま

で予備的な分析と位置づけられるものである．というのも，介護保険制度の導入（2000 年）

以降の高齢者世帯の家計の状況は，2004 年実施の「全国消費実態調査」の結果を待たねば

ならないからである．そして介護保険サービスへの支出等「生活の社会化」に伴う高齢者

世帯の家計構造の変化について理論的な考察を深めるためには，そのミクロデータの使用

が期待される．今回の集計結果を含めて，本格的な分析は別の機会に譲ることとしたい． 
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ある．本研究遂行のため，ミクロ統計データベースの使用に当たっては，総務省の「全国

消費実態調査」の目的外使用申請による調査票の使用許可を受けている． 

 175



総務省統計局及び独立行政法人統計センターの関係各位並びにミクロ統計データ活用研

究会事務局の方々には多大なお世話をいただいた．記して謝意を表する． 

 
引用文献（著者五十音順） 

木村陽子，2003，「社会保障制度の充実が高齢者世帯と一般世帯の所得格差にいかなる影

響を与えたのか」(財)家計経済研究所『家計経済研究』No.58，55-63，東京．  

厚生労働省監修，2003，『厚生労働白書（平成 15 年版）』ぎょうせい，21-23，東京．  

高山憲之，2004，「高齢夫婦世帯の所得・消費・貯蓄」(財)日本統計協会編『統計』Vol. 55，
No. 6, 16-28，東京． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 176



表 20 「グループⅠ」の支出内訳(小分類) 

項　　　　　目 金額 ％ 項　　　　　目 金額 ％ 項　　　　　目 金額 ％

支出総額 328,248 支出総額 332,926 支出総額 294,125

　　実支出 178,427 　　実支出 164,816 　　実支出 149,605

　　　消費支出 161,846 100.0 　　　消費支出 153,265 100.0 　　　消費支出 143,512 100.0

　　　　食料 51,470 31.8 　　　　食料 52,666 34.4 　　　　食料 53,133 37.0

　　　　穀類 8,709 5.4 　　　　穀類 7,469 4.9 　　　　穀類 7,637 5.3

　　　　米類 6,586 4.1 　　　　米類 4,974 3.2 　　　　米類 5,334 3.7

　　　　パン 1,003 0.6 　　　　パン 1,385 0.9 　　　　パン 1,086 0.8

　　　　めん類 751 0.5 　　　　めん類 836 0.5 　　　　めん類 1,030 0.7

　　　　他の穀類 368 0.2 　　　　他の穀類 274 0.2 　　　　他の穀類 188 0.1

　　　　魚介類 7,833 4.8 　　　　魚介類 6,951 4.5 　　　　魚介類 8,714 6.1

　　　　生鮮魚介 5,330 3.3 　　　　生鮮魚介 4,861 3.2 　　　　生鮮魚介 5,110 3.6

　　　　塩干魚介 1,658 1.0 　　　　塩干魚介 1,280 0.8 　　　　塩干魚介 2,902 2.0

　　　　魚肉練製品 500 0.3 　　　　魚肉練製品 548 0.4 　　　　魚肉練製品 318 0.2

　　　　他の魚介加工品 345 0.2 　　　　他の魚介加工品 263 0.2 　　　　他の魚介加工品 383 0.3

　　　　肉類 4,480 2.8 　　　　肉類 3,285 2.1 　　　　肉類 3,398 2.4

　　　　生鮮肉 4,066 2.5 　　　　生鮮肉 2,815 1.8 　　　　生鮮肉 2,992 2.1

　　　　加工肉 414 0.3 　　　　加工肉 470 0.3 　　　　加工肉 406 0.3

　　　　乳卵類 2,634 1.6 　　　　乳卵類 2,115 1.4 　　　　乳卵類 2,420 1.7

　　　　牛乳 1,598 1.0 　　　　牛乳 1,163 0.8 　　　　牛乳 1,352 0.9

　　　　乳製品 276 0.2 　　　　乳製品 316 0.2 　　　　乳製品 523 0.4

　　　　卵 760 0.5 　　　　卵 637 0.4 　　　　卵 545 0.4

　　　　野菜・海藻 9,235 5.7 　　　　野菜・海藻 9,327 6.1 　　　　野菜・海藻 12,414 8.7

　　　　生鮮野菜 6,695 4.1 　　　　生鮮野菜 6,730 4.4 　　　　生鮮野菜 9,421 6.6

　　　　乾物・海藻 558 0.3 　　　　乾物・海藻 625 0.4 　　　　乾物・海藻 518 0.4

　　　　大豆加工品 966 0.6 　　　　大豆加工品 1,052 0.7 　　　　大豆加工品 1,491 1.0

　　　　　　他の野菜・海藻加工品 1,016 0.6 　　　　　　他の野菜・海藻加工品 920 0.6 　　　　他の野菜・海藻加工品 985 0.7

　　　　果物 4,013 2.5 　　　　果物 4,451 2.9 　　　　果物 2,980 2.1

　　　　生鮮果物 3,993 2.5 　　　　生鮮果物 4,407 2.9 　　　　生鮮果物 2,928 2.0

　　　　果物加工品 20 0.0 　　　　果物加工品 44 0.0 　　　　果物加工品 52 0.0

　　　　油脂・調味料 2,291 1.4 　　　　油脂・調味料 2,854 1.9 　　　　油脂・調味料 2,878 2.0

　　　　油脂 236 0.1 　　　　油脂 172 0.1 　　　　油脂 157 0.1

　　　　調味料 2,055 1.3 　　　　調味料 2,682 1.8 　　　　調味料 2,722 1.9

　　　　菓子類 3,106 1.9 　　　　菓子類 2,667 1.7 　　　　菓子類 2,811 2.0

　　　　調理食品 2,013 1.2 　　　　調理食品 3,897 2.5 　　　　調理食品 2,981 2.1

　　　　主食的調理食品 512 0.3 　　　　主食的調理食品 1,329 0.9 　　　　主食的調理食品 983 0.7

　　　　他の調理食品 1,501 0.9 　　　　他の調理食品 2,568 1.7 　　　　他の調理食品 1,998 1.4

　　　　飲料 1,724 1.1 　　　　飲料 1,645 1.1 　　　　飲料 2,236 1.6

　　　　茶類 544 0.3 　　　　茶類 391 0.3 　　　　茶類 592 0.4

　　　　コーヒー・ココア 238 0.1 　　　　コーヒー・ココア 320 0.2 　　　　コーヒー・ココア 346 0.2

　　　　他の飲料 943 0.6 　　　　他の飲料 934 0.6 　　　　他の飲料 1,297 0.9

　　　　酒類 2,677 1.7 　　　　酒類 3,297 2.2 　　　　酒類 2,182 1.5

　　　　外食 2,756 1.7 　　　　外食 4,709 3.1 　　　　外食 2,481 1.7

　　　　一般外食 2,756 1.7 　　　　一般外食 4,709 3.1 　　　　一般外食 2,481 1.7

　　　　学校給食 0 0.0 　　　　学校給食 0 0.0 　　　　学校給食 0 0

　　　　賄い費 0 0.0 　　　　賄い費 0 0.0 　　　　賄い費 0 0

　　　　住居 9,496 5.9 　　　　住居 7,990 5.2 　　　　住居 6,656 4.6

　　　　家賃・地代 4,505 2.8 　　　　家賃・地代 4,146 2.7 　　　　家賃・地代 4,510 3.1

　　　　設備修繕・維持 4,991 3.1 　　　　設備修繕・維持 3,844 2.5 　　　　設備修繕・維持 2,146 1.5

　　　　設備材料 413 0.3 　　　　設備材料 285 0.2 　　　　設備材料 465 0.3

　　　　　　工事・住居関連サービス 4,578 2.8 　　　　　　工事・その他のサービス 3,559 2.3 　　　　　　工事・その他のサービス 1,681 1.2

　　　　光熱・水道 12,230 7.6 　　　　光熱・水道料 13,581 8.9 　　　　光熱・水道料 13,177 9.2

　　　　電気代 5797 3.6 　　　　電気代 7316 4.8 　　　　電気代 5275 3.7

　　　　ガス代 2812 1.7 　　　　ガス代 3298 2.2 　　　　ガス代 3133 2.2

　　　　他の光熱 1400 0.9 　　　　他の光熱 516 0.3 　　　　他の光熱 1349 0.9

　　　　水道料 2221 1.4 　　　　上下水道料 2451 1.6 　　　　上下水道料 3420 2.4

1989年 1994年 1999年
世帯主の年齢60-64歳 世帯主の年齢65-69歳 世帯主の年齢70-74歳
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(表 20 の続き) 
　　　　家具・家事用品 6,842 4.2 　　　　家具・家事用品 6,445 4.2 　　　　家具・家事用品 6755 4.7

　　　　家庭用耐久財 2,872 1.8 　　　　家庭用耐久財 1,082 0.7 　　　　家庭用耐久財 2532 1.8

　　　　家事用耐久財 2,353 1.5 　　　　家事用耐久財 638 0.4 　　　　家事用耐久財 2019 1.4

　　　　冷暖房用器具 422 0.3 　　　　冷暖房用器具 434 0.3 　　　　冷暖房用器具 471 0.3

　　　　一般家具 97 0.1 　　　　一般家具 10 0.0 　　　　一般家具 42 0.0

　　　　室内装備品 598 0.4 　　　　室内装備・装飾品 860 0.6 　　　　室内装備・装飾品 428 0.3

　　　　寝具類 567 0.4 　　　　寝具類 223 0.1 　　　　寝具類 46 0.0

　　　　家事雑貨 1,155 0.7 　　　　家事雑貨 2,356 1.5 　　　　家事雑貨 1084 0.8

　　　　家事用消耗品 1,205 0.7 　　　　家事用消耗品 1,350 0.9 　　　　家事用消耗品 1494 1.0

　　　　家事サービス 446 0.3 　　　　家事サービス 574 0.4 　　　　家事サービス 1172 0.8

　　　　被服及び履物 7,606 4.7 　　　　被服及び履物 8,055 5.3 　　　　被服及び履物 4338 3.0

　　　　和服 11 0.0 　　　　和服 0 0.0 　　　　和服 0 0.

　　　　洋服 2,773 1.7 　　　　洋服 3,268 2.1 　　　　洋服 1082 0.8

　　　　男子洋服 847 0.5 　　　　男子用洋服 1,386 0.9 　　　　男子用洋服 524 0.4

　　　　婦人洋服 1,926 1.2 　　　　婦人用洋服 1,882 1.2 　　　　婦人用洋服 559 0.4

　　　　子供洋服 0 0.0 　　　　子供用洋服 0 0.0 　　　　子供用洋服 0 0.

　　　　シャツ・セーター類 1,849 1.1 　　　　シャツ・セーター類 1,156 0.8 　　　　シャツ・セーター類 974 0.7

　　　　　　男子シャツ・セーター類 516 0.3 　　　　　　男子用シャツ・セーター類 578 0.4 　　　　　　男子用シャツ・セーター類 327 0.2

　　　　　　婦人シャツ・セーター類 1,333 0.8 　　　　　　婦人用シャツ・セーター類 577 0.4 　　　　　　婦人用シャツ・セーター類 647 0.5

　　　　　　子供シャツ･セーター類 0 0.0 　　　　　　子供用シャツ･セーター類 0 0.0 　　　　　　子供用シャツ･セーター類 0 0.

　　　　下着類 831 0.5 　　　　下着類 1,006 0.7 　　　　下着類 643 0.4

　　　　男子下着類 441 0.3 　　　　男子用下着類 415 0.3 　　　　男子用下着類 390 0.3

　　　　婦人下着類 389 0.2 　　　　婦人用下着類 591 0.4 　　　　婦人用下着類 254 0.2

　　　　子供下着類 0 0.0 　　　　子供用下着類 0 0.0 　　　　子供用下着類 0 0.

　　　　生地･糸類 290 0.2 　　　　生地･生糸 284 0.2 　　　　生地･生糸 75 0.1

　　　　他の被服 510 0.3 　　　　他の被服 656 0.4 　　　　他の被服 469 0.3

　　　　履物類 473 0.3 　　　　履物類 698 0.5 　　　　履物類 388 0.3

　　　　被服関連サービス 870 0.5 　　　　被服関連サービス 988 0.6 　　　　被服関連サービス 706 0.5

　　　　保健医療 4,884 3.0 　　　　保健医療 10,421 6.8 　　　　保健医療 12904 9.0

　　　　医薬品 1,020 0.6 　　　　医薬品 2,278 1.5 　　　　医薬品 2917 2.0

　　　　健康保持用摂取品 255 0.2 　　　　健康保持用摂取品 160 0.1

　　　　　　保健医療用品・器具 478 0.3 　　　　　　保健医療用品・器具 1,927 1.3 　　　　　　保健医療用品・器具 866 0.6

　　　　保健医療サービス 3,386 2.1 　　　　保健医療サービス 5,961 3.9 　　　　保健医療サービス 8961 6.2

　　　　交通・通信 13,754 8.5 　　　　交通・通信 12,318 8.0 　　　　交通・通信 10939 7.6

　　　　交通 4,011 2.5 　　　　交通 3,650 2.4 　　　　交通 3443 2.4

　　　　自動車等関係費 3,408 2.1 　　　　自動車等関係費 3,120 2.0 　　　　自動車等関係費 2595 1.8

　　　　自動車購入 0 0.0 　　　　自動車等購入 0 0.0 　　　　自動車等購入 0 0.

　　　　自転車購入 70 0.0 　　　　自転車購入 0 0.0 　　　　自転車購入 0 0.

　　　　自動車等維持 3,338 2.1 　　　　自動車等維持 3,120 2.0 　　　　自動車等維持 2595 1.8

　　　　（特掲）ガソリン 2,327 1.4 　　　　ガソリン 2,758 1.8 　　　　ガソリン 1625 1.1

　　　　　　（特掲）自動車整備費 140 0.1 　　　　自動車整備費 44 0.0 　　　　自動車整備費 276 0.2

　　　　　　（特掲）自動車保険料 553 0.3 　　　　自動車保険料 64 0.0 　　　　自動車保険料 247 0.2

　　　　通信 6,334 3.9 　　　　通信 5,548 3.6 　　　　通信 4900 3.4

　　　　教育 0 0.0 　　　　教育 0 0.0 　　　　教育 0 0.

　　　　授業料等 0 0.0 　　　　授業料等 0 0.0 　　　　授業料等 0 0.

　　　　　　教科書･学習参考書 0 0.0 　　　　　　教科書･学習参考教材 0 0.0 　　　　　　教科書･学習参考教材 0 0.

　　　　補習教育 0 0.0 　　　　補習教育 0 0.0 　　　　補習教育 0 0.

　　　　教養娯楽 16,973 10.5 　　　　教養娯楽 8,788 5.7 　　　　教養娯楽 10755 7.5

　　　　　　教養娯楽用耐久財 2,556 1.6 　　　　教養娯楽用耐久財 384 0.3 　　　　教養娯楽用耐久財 286 0.2

　　　　教養娯楽用品 2,911 1.8 　　　　教養娯楽用品 2,664 1.7 　　　　教養娯楽用品 2118 1.5

　　　　書籍・印刷物 2,723 1.7 　　　　書籍・他の印刷物 3,469 2.3 　　　　書籍・他の印刷物 3684 2.6

　　　　教養娯楽サービス 8,783 5.4 　　　　教養娯楽サービス 2,270 1.5 　　　　教養娯楽サービス 4667 3.3

　　　　宿泊料 907 0.6 　　　　宿泊費 104 0.1 　　　　宿泊費 508 0.4

　　　　パック旅行 5,003 3.1 　　　　パック旅行費 542 0.4 　　　　パック旅行費 1984 1.4

　　　　月謝類 806 0.5 　　　　月謝類 112 0.1 　　　　月謝類 426 0.3

　　　　教育的月謝 138 0.1

　　　　教養的月謝 668 0.4

　　　　　　他の教養娯楽サービス 2,067 1.3 　　　　　　他の教養娯楽サービス 1,513 1.0 　　　　　　他の教養娯楽サービス 1749 1.2
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(表 20 の続き) 

　　　　諸雑費 9,886 　　　　諸雑費 10,102 　　　　諸雑費 9,738

　　　　理美容サービス 2,531 　　　　理美容サービス 2,764 　　　　理美容サービス 3,832

　　　　理美容用品 1,655 　　　　理美容用品 1,331 　　　　理美容用品 1,788

　　　　身の回り用品 336 　　　　身の回り用品 305 　　　　身の回り用品 461

　　　　たばこ 3,107 　　　　たばこ 1,426 　　　　たばこ 1,616

　　　　その他 2,257 　　　　他の諸雑費 4,276 　　　　他の諸雑費 2,041

　　　　こづかい使途不明 3,269 　　　　　　こづかい（使途不明金） 5,861 　　　　　　こづかい（使途不明金） 2,362

　　　　交際費 25,436 　　　　交際費 17,037 　　　　交際費 12,754

　　　　食料 5,763 　　　　食料 3,668 　　　　食料 2,888

　　　　家具・家事用品 64 　　　　家事･家具用品 640 　　　　家事･家具用品 201

　　　　被服及び履物 1,428 　　　　被服及び履物 506 　　　　被服及び履物 308

　　　　教養娯楽 609 　　　　教養娯楽 510 　　　　教養娯楽 123

　　　　他の物品サービス 209 　　　　他の物品サービス 506 　　　　他の物品サービス 73

　　　　贈与金 16,554 　　　　贈与金 9,875 　　　　贈与金 8,731

　　　　他の交際費 808 　　　　他の交際費 1,332 　　　　他の交際費 429

　　　　つきあい費 6

　　　　負担費 802

　　　　仕送り金 0 　　　　仕送金 0 　　　　仕送金 0

　　　　（再掲）移転支出 16,554 　　　　（再掲）移転支出 9,875 　　　　（再掲）移転支出 8,731

　　　　　　（再掲）教育関係費 236 　　　　　　（再掲）教育関係費 130 　　　　　　（再掲）教育関係費 80

　　　　　　（再掲）教養娯楽関係費 20,054 　　　　　　（再掲）教養娯楽関係費 12,471 　　　　　　（再掲）教養娯楽関係費 13,500

　　　　耐久財 2,665 　　　　耐久財 773 　　　　耐久財 344

　　　　読書 2,732 　　　　読書 3,528 　　　　読書 3,694

　　　　聴視・観覧 940 　　　　聴視・観覧 937 　　　　聴視・観覧 1,222

　　　　旅行 8,653 　　　　旅行 3,318 　　　　旅行 5,086

　　　　スポーツ 165 　　　　スポーツ 249 　　　　スポーツ 427

　　　　月謝 806 　　　　月謝 112 　　　　月謝 426

　　　　会費・つきあい費 196 　　　　会費・つきあい費 432 　　　　会費・つきあい費 152

　　　　他の教養娯楽 3,897 　　　　他の教養娯楽 3,123 　　　　他の教養娯楽 2,150

　　　　耐久財を除く

　　　　教養娯楽関係費
17,389 　　　　［耐久財を除く

　　　　教養娯楽］
11,697 　　　　（耐久財を除く

　　　　教養娯楽）
13,156

　　　　　　（再掲）経常消費支出 141,426 　　　　　　（再掲）経常消費支出 138,394 　　　　　　（再掲）経常消費支出 126,373

　　　非消費支出 16,581 　　　非消費支出 11,551 　　　非消費支出 6,093

　　　　税金 5,816 　　　　直接税 2,090 　　　　直接税 2,214

　　　　勤労所得税 202 　　　　勤労所得税 109 　　　　勤労所得税 0

　　　　住民税 2,713 　　　　個人住民税 1,016 　　　　個人住民税 1,657

　　　　他の税 2,901 　　　　他の税 965 　　　　他の税 557

　　　　社会保険料 10,765 　　　　社会保険料 9,460 　　　　社会保険料 3,879

　　　　公的年金保険料 2,548 　　　　公的年金保険料 2,829 　　　　公的年金保険料 131

　　　　健康保険料 8,190 　　　　健康保険料 6,631 　　　　健康保険料 3,748

　　　　　　その他の社会保険料 26 　　　　他の社会保険料 0 　　　　他の社会保険料 0

　　　　他の非消費支出 0 　　　　他の非消費支出 0 　　　　他の非消費支出 0

　　実支出以外の支出 114,074 　　実支出以外の支出 124,171 　　実支出以外の支出 97,336

　　　　預貯金 97,041 　　　　預貯金 98,665 　　　　預貯金 86,382

　　　　保険掛金 12,183 　　　　保険掛金 16,392 　　　　保険掛金 5,021

　　　　有価証券購入 0 　　　　有価証券購入 0 　　　　有価証券購入 0

　　　　株式購入 0 　　　　株式購入 0 　　　　株式購入 0

　　　　他の有価証券購入 0 　　　　他の有価証券購入 0 　　　　他の有価証券購入 0

　　　　　　他の実支出以外の支出 4,850

　　　　土地家屋借金返済 1,765 　　　　　　土地家屋借入金返済 4,248 　　　　　　土地家屋借入金返済 2,616

　　　　他の借金返済 183 　　　　他の借金返済 1,278 　　　　他の借金返済 672

　　　　月賦・掛買い払 2,830 　　　　分割払・一括払

　　　　購入借入金返済
3,088 　　　　分割払・一括払

　　　　購入借入金返済
2,139

　　　　財産購入 0 　　　　財産購入 0 　　　　財産購入 0

　　　　他の実支出以外

　　　　の支出のその他
72 　　　　他の実支出以外

　　　　の支出
500 　　　　他の実支出以外

　　　の支出
506

　　繰越金 35,747 　　繰越金 43,940 　　繰越金 47,047
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表 22 「グループⅡ」の支出内訳(小分類) 

項　　　　　目 金額 ％ 項　　　　　目 金額 ％ 項　　　　　目 金額 ％

支出総額 337,376 支出総額 331,705 支出総額 338,523

　　実支出 170,680 　　実支出 169,235 　　実支出 150,369

　　　消費支出 160,045 100.0 　　　消費支出 164,266 100.0 　　　消費支出 146,495 100.0

　　　　食料 53,004 33.1 　　　　食料 54,431 33.1 　　　　食料 46,993 32.1

　　　　穀類 7,879 4.9 　　　　穀類 7,702 4.7 　　　　穀類 5,642 3.9

　　　　米類 5,754 3.6 　　　　米類 5,669 3.5 　　　　米類 3,517 2.4

　　　　パン 975 0.6 　　　　パン 996 0.6 　　　　パン 1,280 0.9

　　　　めん類 953 0.6 　　　　めん類 687 0.4 　　　　めん類 668 0.5

　　　　他の穀類 197 0.1 　　　　他の穀類 350 0.2 　　　　他の穀類 178 0.1

　　　　魚介類 8,681 5.4 　　　　魚介類 7,770 4.7 　　　　魚介類 7,393 5.0

　　　　生鮮魚介 5,676 3.5 　　　　生鮮魚介 5,215 3.2 　　　　生鮮魚介 4,568 3.1

　　　　塩干魚介 1,664 1.0 　　　　塩干魚介 1,460 0.9 　　　　塩干魚介 2,075 1.4

　　　　魚肉練製品 735 0.5 　　　　魚肉練製品 737 0.4 　　　　魚肉練製品 374 0.3

　　　　他の魚介加工品 605 0.4 　　　　他の魚介加工品 357 0.2 　　　　他の魚介加工品 375 0.3

　　　　肉類 4,204 2.6 　　　　肉類 4,791 2.9 　　　　肉類 3,684 2.5

　　　　生鮮肉 3,806 2.4 　　　　生鮮肉 4,359 2.7 　　　　生鮮肉 3,207 2.2

　　　　加工肉 398 0.2 　　　　加工肉 432 0.3 　　　　加工肉 478 0.3

　　　　乳卵類 2,055 1.3 　　　　乳卵類 2,490 1.5 　　　　乳卵類 2,775 1.9

　　　　牛乳 1,032 0.6 　　　　牛乳 1,552 0.9 　　　　牛乳 1,696 1.2

　　　　乳製品 301 0.2 　　　　乳製品 283 0.2 　　　　乳製品 526 0.4

　　　　卵 722 0.5 　　　　卵 655 0.4 　　　　卵 552 0.4

　　　　野菜・海藻 8,705 5.4 　　　　野菜・海藻 11,219 6.8 　　　　野菜・海藻 7,738 5.3

　　　　生鮮野菜 6,342 4.0 　　　　生鮮野菜 8,176 5.0 　　　　生鮮野菜 4,852 3.3

　　　　乾物・海藻 547 0.3 　　　　乾物・海藻 720 0.4 　　　　乾物・海藻 533 0.4

　　　　大豆加工品 933 0.6 　　　　大豆加工品 1,208 0.7 　　　　大豆加工品 1,015 0.7

　　　　他の野菜・海藻

　　　　加工品
883 0.6 　　　　他の野菜・海藻

　　　　加工品
1,114 0.7 　　　　他の野菜・海藻

　　　　加工品
1,338 0.9

　　　　果物 3,568 2.2 　　　　果物 3,423 2.1 　　　　果物 2,919 2.0

　　　　生鮮果物 3,554 2.2 　　　　生鮮果物 3,363 2.0 　　　　生鮮果物 2,851 1.9

　　　　果物加工品 14 0.0 　　　　果物加工品 60 0.0 　　　　果物加工品 68 0.0

　　　　油脂・調味料 1,946 1.2 　　　　油脂・調味料 2,623 1.6 　　　　油脂・調味料 2,292 1.6

　　　　油脂 181 0.1 　　　　油脂 167 0.1 　　　　油脂 129 0.1

　　　　調味料 1,765 1.1 　　　　調味料 2,456 1.5 　　　　調味料 2,163 1.5

　　　　菓子類 3,967 2.5 　　　　菓子類 2,867 1.7 　　　　菓子類 2,794 1.9

　　　　調理食品 3,013 1.9 　　　　調理食品 3,783 2.3 　　　　調理食品 4,655 3.2

　　　　主食的調理食品 813 0.5 　　　　主食的調理食品 1,215 0.7 　　　　主食的調理食品 1,693 1.2

　　　　他の調理食品 2,201 1.4 　　　　他の調理食品 2,569 1.6 　　　　他の調理食品 2,962 2.0

　　　　飲料 2,104 1.3 　　　　飲料 1,631 1.0 　　　　飲料 1,905 1.3

　　　　茶類 960 0.6 　　　　茶類 289 0.2 　　　　茶類 897 0.6

　　　　コーヒー・ココア 293 0.2 　　　　コーヒー・ココア 375 0.2 　　　　コーヒー・ココア 307 0.2

　　　　他の飲料 851 0.5 　　　　他の飲料 966 0.6 　　　　他の飲料 700 0.5

　　　　酒類 3,544 2.2 　　　　酒類 3,329 2.0 　　　　酒類 2,880 2.0

　　　　外食 3,339 2.1 　　　　外食 2,803 1.7 　　　　外食 2,315 1.6

　　　　一般外食 3,339 2.1 　　　　一般外食 2,803 1.7 　　　　一般外食 2,315 1.6

　　　　学校給食 0 0.0 　　　　学校給食 0 0.0 　　　　学校給食 0 0

　　　　賄い費 0 0.0 　　　　賄い費 0 0.0 　　　　賄い費 0 0

　　　　住居 9,020 5.6 　　　　住居 6,098 3.7 　　　　住居 19,456 13.3

　　　　家賃・地代 2,286 1.4 　　　　家賃・地代 2,691 1.6 　　　　家賃・地代 6,836 4.7

　　　　設備修繕・維持 6,735 4.2 　　　　設備修繕・維持 3,407 2.1 　　　　設備修繕・維持 12,620 8.6

　　　　設備材料 492 0.3 　　　　設備材料 324 0.2 　　　　設備材料 108 0.1

　　　　工事・住居関連

　　　　サービス
6,242 3.9 　　　　工事・その他の

　　　　サービス
3,083 1.9 　　　　工事・その他の

　　　　サービス
12,511 8.5

　　　　光熱・水道 12,234 7.6 　　　　光熱・水道料 13,173 8.0 　　　　光熱・水道料 12,142 8.3

　　　　電気代 5,558 3.5 　　　　電気代 6,268 3.8 　　　　電気代 5,854 4.0

　　　　ガス代 2,885 1.8 　　　　ガス代 3,313 2.0 　　　　ガス代 3,444 2.4

　　　　他の光熱 1,243 0.8 　　　　他の光熱 978 0.6 　　　　他の光熱 446 0.3

2,548 1.6 2,614 1.6 2,398 1.6

1989年 1994年 1999年
世帯主の年齢70-74歳 世帯主の年齢75歳以上世帯主の年齢65-69歳

.0

.0

　　　　水道料 　　　　上下水道料 　　　　上下水道料
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　　　　家具・家事用品 5,590 3.5 　　　　家具・家事用品 6,265 3.8 　　　　家具・家事用品 5,643 3.9

　　　　家庭用耐久財 793 0.5 　　　　家庭用耐久財 967 0.6 　　　　家庭用耐久財 876 0.6

　　　　家事用耐久財 416 0.3 　　　　家事用耐久財 674 0.4 　　　　家事用耐久財 628 0.4

　　　　冷暖房用器具 320 0.2 　　　　冷暖房用器具 244 0.1 　　　　冷暖房用器具 248 0.2

　　　　一般家具 57 0.0 　　　　一般家具 49 0.0 　　　　一般家具 0 0.

　　　　室内装備品 251 0.2 　　　　室内装備・装飾品 364 0.2 　　　　室内装備・装飾品 162 0.1

　　　　寝具類 938 0.6 　　　　寝具類 795 0.5 　　　　寝具類 519 0.4

　　　　家事雑貨 1,376 0.9 　　　　家事雑貨 1,284 0.8 　　　　家事雑貨 1,969 1.3

　　　　家事用消耗品 1,389 0.9 　　　　家事用消耗品 1,197 0.7 　　　　家事用消耗品 1,516 1.0

　　　　家事サービス 842 0.5 　　　　家事サービス 1,659 1.0 　　　　家事サービス 602 0.4

　　　　被服及び履物 9,500 5.9 　　　　被服及び履物 5,607 3.4 　　　　被服及び履物 3,942 2.7

　　　　和服 13 0.0 　　　　和服 242 0.1 　　　　和服 0 0.

　　　　洋服 2,957 1.8 　　　　洋服 1,630 1.0 　　　　洋服 1,031 0.7

　　　　男子洋服 1,229 0.8 　　　　男子用洋服 917 0.6 　　　　男子用洋服 685 0.5

　　　　婦人洋服 1,728 1.1 　　　　婦人用洋服 713 0.4 　　　　婦人用洋服 346 0.2

　　　　子供洋服 0 0.0 　　　　子供用洋服 0 0.0 　　　　子供用洋服 0 0.

　　　　シャツ・セーター類 2,436 1.5 　　　　シャツ・セーター類 1,339 0.8 　　　　シャツ・セーター類 842 0.6

　　　　　　男子シャツ・セーター類 984 0.6 　　　　　　男子用シャツ・セーター類 369 0.2 　　　　　　男子用シャツ・セーター類 378 0.3

　　　　　　婦人シャツ・セーター類 1,452 0.9 　　　　　　婦人用シャツ・セーター類 970 0.6 　　　　　　婦人用シャツ・セーター類 463 0.3

　　　　　　子供シャツ･セーター類 0 0.0 　　　　　　子供用シャツ･セーター類 0 0.0 　　　　　　子供用シャツ･セーター類 0 0.

　　　　下着類 1,093 0.7 　　　　下着類 569 0.3 　　　　下着類 752 0.5

　　　　男子下着類 692 0.4 　　　　男子用下着類 430 0.3 　　　　男子用下着類 406 0.3

　　　　婦人下着類 401 0.3 　　　　婦人用下着類 139 0.1 　　　　婦人用下着類 346 0.2

　　　　子供下着類 0 0.0 　　　　子供用下着類 0 0.0 　　　　子供用下着類 0 0.

　　　　生地･糸類 180 0.1 　　　　生地･生糸 49 0.0 　　　　生地･生糸 25 0.0

　　　　他の被服 926 0.6 　　　　他の被服 441 0.3 　　　　他の被服 259 0.2

　　　　履物類 1,012 0.6 　　　　履物類 720 0.4 　　　　履物類 594 0.4

　　　　被服関連サービス 884 0.6 　　　　被服関連サービス 615 0.4 　　　　被服関連サービス 439 0.3

　　　　保健医療 7,806 4.9 　　　　保健医療 8,482 5.2 　　　　保健医療 9,264 6.3

　　　　医薬品 2,268 1.4 　　　　医薬品 1,732 1.1 　　　　医薬品 2,147 1.5

　　　　健康保持用摂取品 215 0.1 　　　　健康保持用摂取品 376 0.3

　　　　保健医療用品・器具 843 0.5 　　　　　　保健医療用品・器具 3,439 2.1 　　　　　　保健医療用品・器具 1,490 1.0

　　　　保健医療サービス 4,695 2.9 　　　　保健医療サービス 3,096 1.9 　　　　保健医療サービス 5,250 3.6

　　　　交通・通信 16,225 10.1 　　　　交通・通信 11,213 6.8 　　　　交通・通信 9,496 6.5

　　　　交通 5,873 3.7 　　　　交通 2,325 1.4 　　　　交通 3,432 2.3

　　　　自動車等関係費 5,005 3.1 　　　　自動車等関係費 4,112 2.5 　　　　自動車等関係費 1,062 0.7

　　　　自動車購入 0 0.0 　　　　自動車等購入 0 0.0 　　　　自動車等購入 0 0.

　　　　自転車購入 0 0.0 　　　　自転車購入 0 0.0 　　　　自転車購入 0 0.

　　　　自動車等維持 5,005 3.1 　　　　自動車等維持 4,112 2.5 　　　　自動車等維持 1,062 0.7

　　　　（特掲）ガソリン 1,973 1.2 　　　　ガソリン 1,905 1.2 　　　　ガソリン 611 0.4

　　　　　　（特掲）自動車整備費 906 0.6 　　　　自動車整備費 285 0.2 　　　　自動車整備費 13 0.0

　　　　　　（特掲）自動車保険料 815 0.5 　　　　自動車保険料 1,435 0.9 　　　　自動車保険料 242 0.2

　　　　通信 5,346 3.3 　　　　通信 4,776 2.9 　　　　通信 5,002 3.4

　　　　教育 0 0.0 　　　　教育 0 0.0 　　　　教育 0 0.

　　　　授業料等 0 0.0 　　　　授業料等 0 0.0 　　　　授業料等 0 0.

　　　　　　教科書･学習参考書 0 0.0 　　　　　　教科書･学習参考教材 0 0.0 　　　　　　教科書･学習参考教材 0 0.

　　　　補習教育 0 0.0 　　　　補習教育 0 0.0 　　　　補習教育 0 0.

　　　　教養娯楽 15,721 9.8 　　　　教養娯楽 19,327 11.8 　　　　教養娯楽 10,820 7.4

　　　　教養娯楽用耐久財 140 0.1 　　　　教養娯楽用耐久財 239 0.1 　　　　教養娯楽用耐久財 413 0.3

　　　　教養娯楽用品 3,425 2.1 　　　　教養娯楽用品 2,985 1.8 　　　　教養娯楽用品 2,695 1.8

　　　　書籍・印刷物 3,379 2.1 　　　　書籍・他の印刷物 3,712 2.3 　　　　書籍・他の印刷物 3,687 2.5

　　　　教養娯楽サービス 8,776 5.5 　　　　教養娯楽サービス 12,391 7.5 　　　　教養娯楽サービス 4,026 2.7

　　　　宿泊料 268 0.2 　　　　宿泊費 0 0.0 　　　　宿泊費 577 0.4

　　　　パック旅行 4,498 2.8 　　　　パック旅行費 9,328 5.7 　　　　パック旅行費 608 0.4

　　　　月謝類 409 0.3 　　　　月謝類 442 0.3 　　　　月謝類 313 0.2

　　　　教育的月謝 102 0.1

　　　　教養的月謝 307 0.2

　　

0

0

0

0

0

0
0

0
0
0

0

　　他の教養娯楽サービス 3,601 2.2 　　　　　　他の教養娯楽サービス 2,620 1.6 　　　　　　他の教養娯楽サービス 2,529 1.7

　　　　その他の消費支出 30,946 19.3 　　　　その他の消費支出 39,670 24.1 　　　　その他の消費支出 28,739 19.6
　　

(表 22 の続き) 
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 (表 22 の続き) 
　　　　諸雑費 10,592 　　　　諸雑費 11,810 　　　　諸雑費 10,308

　　　　理美容サービス 3,101 　　　　理美容サービス 3,006 　　　　理美容サービス 3,001

　　　　理美容用品 1,481 　　　　理美容用品 1,214 　　　　理美容用品 983

　　　　身の回り用品 666 　　　　身の回り用品 561 　　　　身の回り用品 487

　　　　たばこ 1,444 　　　　たばこ 1,144 　　　　たばこ 1,717

　　　　その他 3,901 　　　　他の諸雑費 5,885 　　　　他の諸雑費 4,121

　　　　こづかい使途不明 2,011 　　　　　こづかい（使途不明金） 2,357 　　　　こづかい（使途不明金） 2,307

　　　　交際費 18,343 　　　　交際費 25,503 　　　　交際費 15,141

　　　　食料 4,055 　　　　食料 8,933 　　　　食料 4,749

　　　　家具・家事用品 239 　　　　家事･家具用品 5 　　　　家事･家具用品 0

　　　　被服及び履物 1,120 　　　　被服及び履物 3,169 　　　　被服及び履物 86

　　　　教養娯楽 375 　　　　教養娯楽 1,246 　　　　教養娯楽 325

　　　　他の物品サービス 649 　　　　他の物品サービス 892 　　　　他の物品サービス 240

　　　　贈与金 11,137 　　　　贈与金 10,250 　　　　贈与金 8,662

　　　　他の交際費 768 　　　　他の交際費 1,009 　　　　他の交際費 1,079

　　　　つきあい費 93

　　　　負担費 675

　　　　仕送り金 0 　　　　仕送金 0 　　　　仕送金 983

　　　　（再掲）移転支出 11,137 　　　　（再掲）移転支出 10,250 　　　　（再掲）移転支出 9,645

　　　　　　（再掲）教育関係費 164 　　　　　　（再掲）教育関係費 231 　　　　　　（再掲）教育関係費 274

　　　　　　（再掲）教養娯楽関係費 20,199 　　　　　　（再掲）教養娯楽関係費 22,360 　　　　　　（再掲）教養娯楽関係費 12,577

　　　　耐久財 257 　　　　耐久財 210 　　　　耐久財 432

　　　　読書 3,429 　　　　読書 3,718 　　　　読書 3,687

　　　　聴視・観覧 1,298 　　　　聴視・観覧 1,375 　　　　聴視・観覧 1,268

　　　　旅行 8,884 　　　　旅行 11,735 　　　　旅行 2,871

　　　　スポーツ 362 　　　　スポーツ 243 　　　　スポーツ 137

　　　　月謝 409 　　　　月謝 442 　　　　月謝 313

　　　　会費・つきあい費 851 　　　　会費・つきあい費 994 　　　　会費・つきあい費 880

　　　　他の教養娯楽 4,709 　　　　他の教養娯楽 3,642 　　　　他の教養娯楽 2,989

　　　　耐久財を除く

　　　　教養娯楽関係費
19,942 　　　　［耐久財を除く

　　　　教養娯楽］
22,150 　　　　（耐久財を除く

　　　　教養娯楽）
12,145

　　　　　（再掲）経常消費支出 141,149 　　　　　（再掲）経常消費支出 136,793 　　　　　（再掲）経常消費支出 120,548

　　　非消費支出 10,634 　　　非消費支出 4,969 　　　非消費支出 3,874

　　　　税金 4,868 　　　　直接税 1,854 　　　　直接税 589

　　　　勤労所得税 953 　　　　勤労所得税 0 　　　　勤労所得税 0

　　　　住民税 334 　　　　個人住民税 101 　　　　個人住民税 43

　　　　他の税 3,581 　　　　他の税 1,753 　　　　他の税 546

　　　　社会保険料 5,546 　　　　社会保険料 3,116 　　　　社会保険料 3,285

　　　　公的年金保険料 775 　　　　公的年金保険料 366 　　　　公的年金保険料 349

　　　　健康保険料 4,683 　　　　健康保険料 2,750 　　　　健康保険料 2,936

　　　　　その他の社会保険料 88 　　　　他の社会保険料 0 　　　　他の社会保険料 0

　　　　他の非消費支出 220 　　　　他の非消費支出 0 　　　　他の非消費支出 0

　　実支出以外の支出 115,683 　　実支出以外の支出 121,702 　　実支出以外の支出 133,017

　　　　預貯金 93,628 　　　　預貯金 90,411 　　　　預貯金 117,176

　　　　保険掛金 14,061 　　　　保険掛金 20,282 　　　　保険掛金 7,881

　　　　有価証券購入 0 　　　　有価証券購入 0 　　　　有価証券購入 0

　　　　株式購入 0 　　　　株式購入 0 　　　　株式購入 0

　　　　他の有価証券購入 0 　　　　他の有価証券購入 0 　　　　他の有価証券購入 0

　　　　　　他の実支出以外の支出 7,994

　　　　土地家屋借金返済 2,789 　　　　　　土地家屋借入金返済 3,108 　　　　　　土地家屋借入金返済 2,979

　　　　他の借金返済 390 　　　　他の借金返済 3,727 　　　　他の借金返済 417

　　　　月賦・掛買い払 2,902 　　　　分割払・一括払

　　　　購入借入金返済
4,113 　　　　分割払・一括払

　　　　購入借入金返済
3,697

　　　　財産購入 0 　　　　財産購入 0 　　　　財産購入 0

　　　　他の実支出以外の
         支出のその他

1,913 　　　　他の実支出以外の

　　　　支出
61 　　　　他の実支出以外の

　　　　支出
866

　　繰越金 51,014 　　繰越金 40,768 　　繰越金 54,663
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